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▼どんとこい、まつりの夏だ！ フォトフェスタ

▼夏山開きで「山の祭り」「SEA TO SUMMIT」

おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち

写真文化首都「写真の町」

おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち

写真文化首都「写真の町」写真文化首都「写真の町」
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どんとこい、まつりの夏だ！ フォトフェスタ
まち・タウン
○声援いっぱい、町内にぎやか運動会
○「東川ゆめ公園」開園、田植えも満喫
○台湾の旅行代理店が観光スポット巡り
○コメリ、ツルハの複合店、12月開店へ　　ほか

今、生き生きと
○No.87　東川町国際交流員　王　佳夢さん

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○ふるさとに寄せられた一通の手紙
◇貸し出し図書・ビデオ紹介

大雪山の素顔
○Nature Column
　残雪の縞模様　アウトドア・ガイド Natures　中川伸也さん
○世界を知ろう！  No.3
　ラトビアの「歌と踊りの祭典」　国際交流員　クリスタ・ボグダノヴァさん

A Word From Another World
○No.46　フレンドシップ・フェスティバル（友好祭）　英語活動教育指導員　カトリーナ・カイラさん
○エイゴノマナビカタ
　暗唱の極意パート２　英語教育指導員　宮地晶子さん

人生を拓（ひら）く
○第14回　西　水野アキエさん
◇俳句

大雪地区広域連合からのお知らせ
○27年度国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料が決まりました

くらし・ネットワーク
○町税の納税通知書を送付しました
○28年度町職員募集（上川管内町村等職員採用資格試験）
○高齢者世帯の住宅リフォームを支援します
○子育て世帯臨時特例給付金の申請受け付け
○児童手当現況届の提出はお済みですか？
○生活を支援する商品券を差し上げます
○給食調理員（臨時職員）の募集　　ほか

子育てチャンネル
○「遊び」から学ぶ大きさ　NPO法人・旭川TAGスポーツクラブ　大浦厚子さん

ミニ家庭医学講座
○第19回　どう取り組む？ 2025年へ向かう超高齢化

インフォメーション
○7月の行事　　ほか

うま～い！ 流しそうめん最高
（昨年７月６日、町民体育祭で）
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ど
ん
と
こ
い
、
ま
つ
り
の
夏
だ
！ 

フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ

　

メ
ー
ン
会
期
は
８
月
４
〜
９
日
の

６
日
間
。
前
半
４
〜
７
日
の
４
日
間

は
、
全
国
の
高
校
写
真
部
の
代
表
が

熱
い
闘
志
を
燃
や
す
全
国
高
等
学
校

写
真
選
手
権
大
会
「
写
真
甲
子
園
」

が
開
幕
し
、
全
国
代
表
18
チ
ー
ム
が

写
真
作
品
を
競
い
ま
す
。

　

今
年
の
応
募
校
数
は
３
年
連
続
で

５
０
０
校
を
上
回
っ
て
５
１
４
校
を

数
え
ま
す
。
初
応
募
は
78
校
、
初
回

大
会
か
ら
22
回
連
続
応
募
校
は
６
校

で
し
た
。

　

全
国
18
校
の
選
出
方
法
は
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
各
１
チ
ー
ム
と
応
募
校

数
に
合
わ
せ
て
ド
ン
ト
方
式
で
配
分

し
ま
し
た
。
応
募
数
の
多
い
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
は
、
北
関
東
、
南
関
東
、
東

京
の
３
ブ
ロ
ッ
ク
、
中
部
・
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
は
、
北
陸
・
信
越
、
東
海
の

２
ブ
ロ
ッ
ク
に
な
っ
て
11
ブ
ロ
ッ
ク

に
細
分
化
。
さ
ら
に
細
か
な
審
査
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

予
選
審
査
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
別
の

公
開
審
査
会
を
経
て
本
戦
大
会
出
場

校
が
決
ま
り
ま
し
た
（
４
、
５
㌻
と

表
２
参
照
）
。

初
の
高
校
生
国
際
交
流
写
真
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

　

昨
年
、
写
真
甲
子
園
の
本
戦
大
会

に
は
、
タ
イ
、
台
湾
の
高
校
か
ら
各

１
チ
ー
ム
が
オ
ー
プ
ン
参
加
し
ま
し

た
。
今
年
は
そ
の
規
模
を
大
き
く
広

げ
、
海
外
各
国
か
ら
出
場
す
る
高
校

生
が
参
加
し
交
流
を
広
げ
る
高
校
生

国
際
交
流
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

し
て
新
た
に
開
催
し
ま
す
。

　

応
募
校
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
、
韓
国
、
タ
イ
、
台
湾
、
中

国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
ト
ビ
ア
の
10
カ

国
・
地
域
（
国
順
は
五
十
音
順
）
。

各
国
１
校
ず
つ
代
表
チ
ー
ム
を
選
出

し
、
東
川
町
内
で
撮
影
し
た
写
真
作

品
を
制
作
し
ま
す
。
海
外
と
国
内
７

人
の
審
査
委
員
審
査
と
世
界
中
か
ら

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
で
チ
ー
ム
、

個
人
の
各
作
品
を
評
価
し
ま
す
（
６
、

７
㌻
の
表
３
、
表
４
参
照
）
。

◇

　

８
日
（
土
）
、
９
（
日
）
の
後
半

２
日
間
は
、
「
第
31
回
写
真
の
町
東

川
賞
」
の
授
賞
式
を
メ
ー
ン
行
事
と

国際写真フェスティバル（フォトフェスタ2015）、どんとこい祭り日程（8月8、9日）

8/9
（日）

8/8
（土）

◆国際写真フェスティバル
▶ニコンユーナ21東川ポートフォリオレビュー（８日①前11時半～②後5時～、文化ギャラリー）▶赤れんが公開ポートフォリオオーディション2015（８、９日前９時半～、赤れんが倉庫）▶モンベル大雪・公開ポート
フォリオレビュー（８、９日前10時～、モンベル大雪東川店）▶パリデビューチャレンジ201５（８日前９時半～、道草館）▶赤れんが写真展（８、９日前10時～、赤れんが倉庫）▶写真インデペンデンス展合評の集い（９
日前10時～、文化ギャラリー）▶ストリートギャラリー2015（８、9日、文化ギャラリー前庭）▶公開ポートフォリオレビュー（８、９日前10時～、道草館）▶ストリートギャラリー・フォトコンテスト（８、９日、文化ギャラリー前
庭）▶ミシャ・アーウィット写真展（８、９日前9時～、モンベル大雪東川店）▶ミシャ・アーウィットレクチャー（７日後6時～、道草館）▶ジュリア・ダーキンレクチャー（９日前9時半、農村環境改善センター）▶フォトネシア
沖縄ワークショップ（８、９日前9時～、役場内）▶街撮り撮影会（９日前9時～、町内）▶東川フォトミーティングプレイス（８日後７時～、文化ギャラリー前庭）▶旧秋山邸アートプロジェクト（９、10日前10時～、旧秋山
邸）▶写真を楽しむワークショップ（８日前10時～、９日前10時～、道草館）▶ビューポイント公募作品展（８、９日前10時～、道草館）▶東川フォトミーティングプレイス（８日後７時～、文化ギャラリー前庭）▶エプソン
プリントクリニック（８、９日前10時～、道草館）▶ソニーα７Ⅱで東川町を撮る（８日後３時講評、道草館）▶写真用品展示・販売（８、９日前10時～、文化ギャラリー）▶カメラ無料点検（８、９日前10時～、道草館）
◆どんとこい祭り
▶どんとこいレストラン（８日＝前11時～、９日＝前９時半～、羽衣公園）▶移動ミニ動物園（８日＝前11時～、９日＝前10時～、羽衣公園）▶大道芸、ストリートダンス（イベント広場）▶お祭り屋台、ゲームコーナー、思
い出写真館NIJI、ストリートフォト（１丁目通り）▶新車展示（１丁目通り）▶消防車展示（９日　１丁目通り）

時間 場所 時間 場所国際写真フェスティバル
後2時 農村環境改善センター写真の町東川賞授賞式

後3時半 農村環境改善センター東川賞受賞を祝う集い
東川フォトミーティングプレイス 後7時 文化ギャラリー横広場

後3時 文化ギャラリー写真の町東川賞受賞
作家作品展テープカット

前10時半 文化ギャラリー写真インディペンデンス展
合評の集い

後1時 〃写真の町東川賞受賞作家
フォーラム

どんとこい祭り

正午 羽衣公園ステージキッズステージ(町内小中学校）

後5時 羽衣公園ステージどんとこいオークション

後8時半 　羽衣公園　花火大会

後1時（予定） 〃よさこいソーランチームステージ
後3時 羽衣公園もちまき

〃 改善センター駐車場第6回旭岳源水水の乱

前10時 改善センター駐車場第6回旭岳源水水の乱
前11時（予定）羽衣公園ステージダンスチーム

第
22
回
写
真
甲
子
園
大
会
、
第
31
回
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
第
１
回
高
校
生
国
際
交
流
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ど
ん
と
こ
い
祭
り

ど
ん
と
こ
い
、
ま
つ
り
の
夏
だ
！ 

フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ

　

夏
恒
例
、写
真
の
町
ひ
が
し
か
わ
の
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
８
月
４
日（
火
）か
ら
９
月
２
日（
水
）ま
で
１
カ
月
間
の
ロ
ン
グ
ラ

ン
で
開
幕
し
ま
す
。期
間
中
、「
第
22
回
写
真
甲
子
園
２
０
１
5
」「
第
31
回
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
」に
加
え
て
、今

年
か
ら
10
カ
国
・
地
域
の
高
校
生
チ
ー
ム
が
集
う「
第
１
回
高
校
生
国
際
交
流
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」も
開
幕
。期
間
中
、祭
り
は
今
ま
で

以
上
に
国
際
色
豊
か
に
人
出
い
っ
ぱ
い
に
に
ぎ
わ
い
そ
う
。

　

夏
恒
例
、写
真
の
町
ひ
が
し
か
わ
の
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
８
月
４
日（
火
）か
ら
９
月
２
日（
水
）ま
で
１
カ
月
間
の
ロ
ン
グ
ラ

ン
で
開
幕
し
ま
す
。期
間
中
、「
第
22
回
写
真
甲
子
園
２
０
１
5
」「
第
31
回
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
」に
加
え
て
、今

年
か
ら
10
カ
国
・
地
域
の
高
校
生
チ
ー
ム
が
集
う「
第
１
回
高
校
生
国
際
交
流
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」も
開
幕
。期
間
中
、祭
り
は
今
ま
で

以
上
に
国
際
色
豊
か
に
人
出
い
っ
ぱ
い
に
に
ぎ
わ
い
そ
う
。

す
る
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
）
、
ど

ん
と
こ
い
祭
り
で
夏
の
祭
り
最
高
潮
の

盛
り
上
が
り
。
写
真
文
化
、
写
真
作
品

と
親
し
み
、
写
真
撮
影
会
を
楽
し
む
各

種
催
し
、
夏
祭
り
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ

い
（
表
１
を
参
照
）
。

　

初
企
画
、
モ
ザ
イ
ク
フ
ォ
ト
ア
ー
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
参
加
者
が
撮
影

し
た
写
真
を
貼
っ
て
大
き
な
モ
ザ
イ
ク

フ
ォ
ト
ア
ー
ト
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
。
親

子
で
楽
し
く
遊
べ
ま
す
（
８
月
８
、
９

日
、
道
草
館
）
。
旧
秋
山
金
物
店
の
建

物
を
利
用
し
て
、
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
ふ

れ
ん
ず
Ｏ
Ｇ
、
Ｏ
Ｂ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
グ
ル
ー
プ
展
も
開
き
ま
す
。

　

海
外
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
す
る
写
真
家
、

ミ
シ
ャ
・
ア
ー
ウ
ィ
ッ
ト
氏
が
来
町
。

写
真
展
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ー
ト
の
最
新

の
動
向
な
ど
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
予
定

で
す
。

　

ど
ん
と
こ
い
祭
り
は
、
前
夜
祭
の
花

火
大
会
を
筆
頭
に
、
人
気
の
恒
例
出
し

物
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
羽
衣
公
園
に
は

移
動
ミ
ニ
動
物
園
も
登
場
し
ま
す
。

（表1）
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北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
2
校（
応
募
49
校
）

〈
2
回
目（
2
年
ぶ
り
）〉

北
海
道
岩
見
沢
高
等
養
護
学
校

（
岩
見
沢
）

「
十
七
歳
」

（
白
黒
、８
枚
組
み
）

〈
2
回
目（
２
年
連
続
）〉

埼
玉
県
立
芸
術
総
合
高
等
学
校

（
埼
玉
県
所
沢
市
）

「
本
当
の
自
分
に
な
る
時
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

8月 場 所行 事

5日㈬ 農村環境改善センター本戦撮影、○ファースト公開審査会（後6時半～）

8日㈯ 農村環境改善センター東川町国際写真フェスティバル見学、参加（自由行動）

6日㈭ 農村環境改善センター本戦撮影、○セカンド公開審査会（後6時半～）

4日㈫ 農村環境改善センター
車両センター

○写真甲子園2015開会式（後3時）
歓迎夕食会（後6時）、選手町内ホームステイ

7日㈮ 農村環境改善センター
本戦撮影、○ファイナル公開審査会（後2時45分～）
○写真甲子園表彰式、閉会式（後6時半～、同）
選手交流会（後8時10分）

写
真
甲
子
園
2
0
1
5

本
戦
大
会
日
程

※○は一般公開プログラム（どなたでも参加できます）

〈
10
回
目（
４
年
連
続
）〉

埼
玉
栄
高
等
学
校

（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

「
灼
火
燎
爛
〜
鋳
物
語
り
の
男
達
へ
〜
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

北
海
道
尚
志
学
園
高
等
学
校

（
札
幌
市
）

「
四
季
彩
〜
蝦
夷
の
日
本
画
を
求
め
て
〜
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

千
葉
県
立
松
戸
南
高
等
学
校

（
千
葉
県
松
戸
市
）

「
水
曜
日
」

（
カ
ラ
ー
、６
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

千
葉
県
立
四
街
道
高
等
学
校

（
千
葉
県
四
街
道
市
）

「Aspect

〜
私
の
素
型
〜（
す
が
た
）」

（
白
黒
・
カ
ラ
ー
混
在
、８
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

東
亜
学
園
高
等
学
校

（
中
野
区
上
高
田
）

「
一
意
専
心
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
２
回
目（
３
年
ぶ
り
）〉

大
阪
府
立
生
野
高
等
学
校

（
大
阪
市
）

「
ス
マ
ホ
ビ
ト
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
２
回
目（
６
年
ぶ
り
）〉

香
川
県
立
坂
出
商
業
高
等
学
校

（
香
川
県
坂
出
市
）

「
憧
れ
〜
大
人
へ
の
階
段
〜
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
３
回
目（
４
年
ぶ
り
）〉

山
口
県
立
下
松
高
等
学
校

（
山
口
県
下
松
市
）

「
ま
た
会
お
う
ね
」

（
白
黒
、８
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

光
ヶ
丘
女
子
高
等
学
校

（
愛
知
県
岡
崎
市
）

「
活
動
風
景
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
３
回
目（
２
年
連
続
）〉

愛
知
県
立
津
島
東
高
等
学
校

（
愛
知
県
津
島
市
）

「
コ
コ
ロ
モ
ヨ
ウ
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
５
回
目（
４
年
連
続
）〉

沖
縄
県
立
浦
添
工
業
高
等
学
校

（
沖
縄
県
浦
添
市
）

「
い
た
だ
き
ま
す
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

和
歌
山
県
立
神
島
高
等
学
校

（
和
歌
山
県
田
辺
市
）

「
お
っ
ち
ゃ
ん
の
誇
り
」

（
白
黒
、８
枚
組
み
）

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
２
校（
応
募
61
校
）

北
越
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
１
校

（
応
募
40
校
）

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
1
校（
応
募
19
校
）

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
２
校（
応
募
46
校
）

南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
２
校（
応
募
53
校
）

〈
初
出
場
〉

青
森
県
立
弘
前
高
等
学
校

（
青
森
県
弘
前
市
）

「Silent Blue

」

（
カ
ラ
ー
、６
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

宮
城
県
白
石
工
業
高
等
学
校

（
宮
城
県
白
石
市
）

「
学
校
の
秘
密
〜
８
人
の
精
霊
た
ち
〜
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
２
校（
応
募
59
校
）

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
１
校

（
応
募
32
校
）

九
州・沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
１
校

（
応
募
38
校
）

〈
３
回
目（
２
年
ぶ
り
）〉

富
山
県
立
富
山
東
高
等
学
校

（
富
山
県
富
山
市
）

「
少
女
」

（
白
黒
、７
枚
組
み
）

〈
３
回
目（
２
年
ぶ
り
）〉

東
京
都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校

（
文
京
区
本
駒
込
）

「
と
も
に
―
明
日
も
―
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

東
京
ブ
ロ
ッ
ク
２
校（
応
募
43
校
）

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
２
校（
応
募
74
校
）

ブロック代表校18校（通常枠11校＋倍率枠7校）
本戦出場校

（表2）
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8月 場 所行 事

6日㈭ 東川町内、旭川福祉専門学校撮影ステージ１、作品セレクト１

9日㈰ 旭川福祉専門学校、ふれ愛の郷○表彰式、閉会式（後３時～）、交流会（後４時半～）

5日㈬ 旭川福祉専門学校、ふれ愛の郷○開会式（後３時～）、歓迎夕食会（後４時半～）

7日㈮ 　　　　　　〃撮影ステージ２、作品セレクト２

8日㈯ 　　　　　　〃撮影ステージ３、作品セレクト３

高校生国際交流写真フェスティバル日程

※○は一般公開プログラム（どなたでも参加できます）
※作品はインターネットを通して公開。ネット投票で一般審査に参加できます。  URL：http://i-hsspf-e.hjk.ne.jp/

ベトナム ハノイ市 未定（ベトナム・ハノイで選考中）

タイ チェンマイ市 未定（タイ・チェンマイで選考中）

国・地域 都市、郡、町 学 校 名 タ イト ル

韓国 寧越（ヨンウォル）郡 석정여자고등학교
（ソッジョン女子高校）

비운의 왕 ‘단종’의 유배길을 따라서…
（悲運の王「端宗」の流刑の道を辿（たど）って）

インドネシア ジャカルタ市 GLOBAL JAYA SCHOOL
（グローバルジャヤ高校）

This is my Jakarta
（私が見たジャカルタ）

台湾 台北市 稻江高級護理家事職業學校 TAIPEI（タイペイ）

中国 北京市 北京市回民学校 四季

ウズベキスタン タシュケント市 Toshkent Fotosuratlar Uyi Fotomaktabi
（タシュケント・フォトスラットラル・ウイ・フォトマクタビ） Uzbekistan（ウズベキスタン）

カナダ キャンモア町 CANMORE COLLEGIATE HIGH SCHOOL
（キャンモア公立高校）

THROUGH THE LENS;MOUNTAINS 3 MAIDENS
（レンズを通して；スリーシスターズ）

ラトヴィア ルーイエナ町 Rujienas vidusskola
（ルーイエナ高校）

Rujienai ir ar ko lepoties
（ルーイエナ町は自慢できるものがある）

オーストラリア キャンベラ市 CANBERRA HIGH SCHOOL
（キャンベラ高校）

Canberra-The Bush Capital
（キャンベラ‐低木の首都）

高校生国際交流写真フェスティバル海外選抜校

「四季」（カラー、6枚組み）

北京市回民学校（中国）

「비운의 왕 ‘단종’의 유배길을 따라서」（カラー、6枚組み）

석정여자고등학교（ソッジョン女子高校）
（韓国）

「TAIPEI」（カラー、6枚組み）

稻江高級護理家事職業學校（台湾）

「Uzbekistan」（カラー、6枚組み）

Toshkent Fotosuratlar Uyi Fotomaktabi
（ウズベキスタン）

「This is my Jakarta」（カラー、6枚組み）

GLOBAL JAYA SCHOOL（インドネシア）

「Canberra-The Bush Capital」（カラー、6枚組み）

CANBERRA HIGH SCHOOL（オーストラリア）

「THROUGH THE LENS;MOUNTAINS 3 MAIDENS」
（カラー、6枚組み）

CANMORE COLLEGIATE HIGH SCHOOL
（カナダ）

「Rujienai ir ar ko lepoties」（カラー、6枚組み）

Rujienas vidusskola（ルーイエナ高校）
（ラトヴィア）

海
外
高
校
生
集
う

国
際
交
流
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

海
外
高
校
生
集
う

国
際
交
流
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

世
界
に
広
が
る
写
真
文
化
の
体
験
と
交
流
へ

　

写
真
の
町
に
集
う
海
外
の

高
校
生
チ
ー
ム
が
、
こ
の
町

を
舞
台
に
写
真
に
切
り
取
っ

て
作
品
を
作
り
、
写
真
感
性

を
通
し
て
交
流
す
る
初
の
試

み
。
東
川
町
と
か
ね
て
交
流

が
あ
る
姉
妹
都
市
、
文
化
交

流
都
市
な
ど
を
通
し
て
国
際

交
流
の
つ
な
が
り
が
あ
る

国
・
地
域
か
ら
高
校
生
の
参

加
チ
ー
ム
を
募
り
、
初
回
は

10
カ
国
25
校
か
ら
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
編
成
は
、
写
真
甲

子
園
大
会
の
ル
ー
ル
と
同
じ
。

生
徒
３
人
と
顧
問
教
員
１
人

を
合
わ
せ
た
４
人
１
チ
ー
ム

で
組
み
写
真
作
品
を
共
同
制

作
。
国
・
地
域
別
の
予
選
審

査
を
経
て
選
抜
し
た
１
カ
国

１
チ
ー
ム
を
招
へ
い
し
ま
す
。

　

大
会
は
海
外
10
チ
ー
ム
に

国
内
３
校
（
道
内
２
、
道
外

１
）
が
加
わ
っ
て
、
町
内
一

円
を
撮
影
フ
ィ
ー
ル
ド
に
作

品
作
り
し
、
組
み
写
真
（
６

枚
）
と
１
人
２
枚
の
単
写
真

作
品
を
制
作
し
ま
す
。

　

そ
の
間
、
写
真
撮
影
、
作

品
セ
レ
ク
ト
、
写
真
甲
子
園

の
見
学
、
選
手
、
監
督
交
流

会
、
ど
ん
と
こ
い
祭
り
体
験

な
ど
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
、
学
び
、
そ
し
て
交
流

を
体
験
し
ま
す
。

　

初
回
予
選
テ
ー
マ
は
「
自

分
の
町
の
自
慢
で
き
る
も

の
」
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
国
柄

を
う
か
が
わ
せ
る
作
品
が
集

ま
り
ま
し
た
。
出
場
す
る
高

校
生
が
体
験
を
通
し
て
ど
う

成
長
す
る
の
か
楽
し
み
で

す
。

（表3）

（表4）
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６
月
、
町
内
の
小
、
中
学
校
、
幼
児
セ
ン

タ
ー
は
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
元
気
な

歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

東
川
小
学
校
（
大
久
保
善
邦
校
長
、
３
４

２
人
）
は
、
５
月
31
日
、
町
内
運
動
会
の
皮

切
り
に
新
校
舎
初
め
て
の
運
動
会
。

　

直
前
に
一
時
雨
が
降
り
、
気
温
が
下
が
っ

て
セ
氏
14
・
２
度
（
午
前
10
時
）
の
肌
寒
い

一
日
。
短
縮
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、
元
気

な
子
ど
も
達
の
歓
声
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
、
東
川
養
護
学
校
（
長
谷
川
和

之
校
長
、
１
２
８
人
）
で
は
、
肌
寒
さ
で
午

前
中
に
運
動
会
を
終
え
る
短
縮
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
し
た
が
、
児
童
、
生
徒
は
寒
さ
な
ど
平
気

で
元
気
に
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

第
一
小
学
校
（
前
田
昭
彦
校
長
、
26
人
）
、

守
っ
て
事
故
が
な
い
社
会
を
」
と
あ
い
さ
つ
。

旭
川
東
警
察
署
の
稲
津
隆
明
交
通
第
一
課
長

は
、
「
４
歳
の
幼
児
が
お
使
い
で
横
断
歩
道

を
横
断
中
に
、
お
母
さ
ん
が
見
守
っ
て
い
た

目
の
前
で
右
折
ダ
ン
プ
車
に
引
か
れ
て
亡
く

な
っ
た
」
と
い
う
死
亡
事
故
の
事
例
を
挙
げ

て
、
事
故
の
悲
惨
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

る
町
内
建
設
業
界
の
安
全
大
会
に
併
せ
て
毎

年
開
い
て
い
ま
す
。
会
場
に
は
、
町
内
建
設

業
界
、
事
業
所
、
行
政
区
の
代
表
、
毎
日
運

転
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
交
通
安
全
指

導
員
ら
約
３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
は
「
家
庭
か
ら
、
地
域
か

ら
、
職
場
か
ら
、
学
校
か
ら
交
通
ル
ー
ル
を

　

５
月
29
日
、
東
川
建
設
業
協
会
（
藤
田
裕

三
会
長
）
、
東
川
町
交
通
安
全
協
会
（
米
田

保
会
長
）
が
共
催
し
て
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
交
通
安
全
町
民
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

全
国
安
全
週
間
に
ち
な
ん
で
開
催
し
て
い

第
二
小
学
校
（
西
分
健
二
校
長
、
45
人
）
、

第
三
小
学
校
（
紺
野
元
樹
校
長
、
22
人
）
の

３
校
で
は
７
日
同
日
開
催
し
ま
し
た
。
第
三

小
で
は
、
毎
年
同
地
区
の
お
年
寄
り
と
ク
リ

ス
マ
ス
交
流
し
て
い
る
旭
川
大
学
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
福
祉
学
科
の
学
生
が
15
人
参
加
し
て

に
ぎ
わ
い
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

同
月
20
日
に
開
い
た
幼
児
セ
ン
タ
ー
（
伊

藤
和
代
園
長
、
２
５
２
人
）
で
は
初
夏
の
陽

気
に
恵
ま
れ
、
子
供
た
ち
の
元
気
な
姿
に
笑

顔
と
声
援
が
い
っ
ぱ
い
。

声
援
い
っ
ぱ
い
、町
内
に
ぎ
や
か
運
動
会

声
援
い
っ
ぱ
い
、町
内
に
ぎ
や
か
運
動
会

交
通
安
全
誓
っ
て
町
民
大
会

交
通
安
全
誓
っ
て
町
民
大
会

　

６
月
20
、
21
の
両
日
、
旭
岳
温
泉
地
区
で

第
57
回
旭
岳
山
の
祭
り
・
ヌ
プ
リ
コ
ロ
カ
ム

イ
ノ
ミ
と
旭
岳
頂
上
を
目
指
す
「
大
雪
旭
岳

Ｓ
Ｅ
Ａ 
T
O 
S
U
M
M
I
T
２
０
１
５
」

を
開
き
ま
し
た
。
大
雪
山
旭
岳
（
標
高
２
千

２
９
１
㍍
）
が
本
格
的
な
夏
山
シ
ー
ズ
ン
入

り
し
ま
し
た
。

　

20
日
夜
、
山
の
安
全
祈
願
祭
に
引
き
続
い

て
青
少
年
野
営
場
で
山
の
祭

り
を
開
き
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
は
、
ア
イ
ヌ
民
族

伝
統
の
ヌ
プ
リ
コ
ロ
カ
ム
イ

ノ
ミ
の
儀
式
。
観
光
客
ら
と

一
緒
に
た
い
ま
つ
を
手
に
入

場
し
、
大
か
が
り
火
に
火
を

つ
け
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
。

ア
イ
ヌ
の
神
々
に
祈
り
と
踊

り
を
捧
げ
、
山
の
平
穏
を
願

い
ま
し
た
。

　

地
元
ア
イ
ヌ
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
た
め
、

台
湾
（
中
華
民
国
）
の
少
数
民
族
、
賽
徳
克

（
サ
イ
ド
ウ
グ
）
族
３
人
が
昨
年
に
続
い
て

来
日
。
町
内
で
日
本
語
研
修
を
し
て
い
る
韓

国
、
台
湾
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト

ナ
ム
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
各
国
研
修

生
、
ラ
ト
ビ
ア
か
ら
来
町
し
て
い
る
高
校
生
、

観
光
客
と
一
緒
に
大
か
が
り
火
を
囲
ん
で
踊

り
の
輪
に
加
わ
り
ま
し

た
。

◇

　

翌
21
日
は
全
国
各
地

か
ら
43
チ
ー
ム
63
人
が

出
場
し
て
「
大
雪
旭
岳

Ｓ
Ｅ
Ａ　

Ｔ
Ｏ　

Ｓ
Ｕ

Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
２
０
１
５
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

旭
岳
の
ふ
も
と
、
忠

別
湖
（
標
高
約
４
２
０

　

札
幌
か
ら
大
道
芸
グ
ル
ー
プ
の
乱
獅
子
、

旭
川
市
内
、
愛
別
町
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

グ
ル
ー
プ
４
団
体
、
旭
川
市
内
の
バ
ト
ン
ト

ワ
リ
ン
グ
・
ス
ノ
ー
ベ
ル
な
ど
も
出
演
し
て

会
場
を
盛
り
上
げ
、
に
ぎ
わ
い
に
華
を
添
え

ま
し
た
。
今
年
は
２
日
間
と
も
に
好
天
で
、

旭
川
市
内
な
ど
近
隣
か
ら
大
勢
の
お
客
さ
ん

が
来
場
し
て
大
に
ぎ
わ
い
。

ゴ
ミ
な
ど
春
の
山
野
草
、
自
家
用
畑
の
野
菜

の
苗
、
庭
造
り
の
た
め
の
花
の
苗
が
毎
年
大

人
気
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
中
頓
別
町
か
ら
は
、

地
元
漁
協
青
年
部
な
ど
が
新
鮮
な
ツ
ブ
、
大

振
り
の
ぬ
か
ニ
シ
ン
な
ど
海
産
物
も
ど
っ
さ

り
持
参
し
ま
し
た
。

　

５
月
23
、
24
の
両
日
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公

園
で
第
58
回
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
き
ま
し
た
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
品
販
売
と
町
内
農
家
の
農
産

物
販
売
イ
ベ
ン
ト
。
春
は
町
内
の
山
林
で
朝

採
り
し
た
ふ
き
、
わ
ら
び
、
ゼ
ン
マ
イ
、
コ

㍍
）
か
ら
山
頂
ま
で
標
高
差
千
８
７
０
㍍
を

カ
ヤ
ッ
ク
（
カ
ヌ
ー
）
、
バ
イ
ク
（
自
転

車
）
、
ハ
イ
ク
（
徒
歩
）
で
目
指
し
ま
し
た
。

　

対
岸
ま
で
約
６
㌔
㍍
を
往
復
す
る
湖
面
に

は
カ
ヤ
ッ
ク
か
ら
の
歌
声
も
響
い
て
絶
好
の

ボ
ー
ト
日
和
。
バ
イ
ク
コ
ー
ス
は
「
親
水
広

場
―
旭
岳
温
泉
」
間
約
15
㌔
㍍
を
一
気
に
駆

け
上
が
り
ま
す
。
セ
氏
約
20
度
の
涼
し
い
気

温
の
中
、
ゆ
っ
く
り
マ
イ
ペ
ー
ス
で
山
岳
登

坂
路
に
挑
み
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
で
山
頂
ゴ
ー
ル
し
た
の
は
、
米
国

デ
ン
バ
ー
大
学
時
代
か
ら
の
友
人
と
い
う
ノ

ル
ウ
ェ
ー
人
の
カ
ー
ル
・
ボ
ア
ソ
ン
さ
ん

（
23
）
と
２
人
で
出
場
し
た
東
川
町
ス
ポ
ー

ツ
国
際
交
流
員
の
ト
リ
グ
ヴ
ァ
・
マ
ル
ク

セ
ッ
ト
さ
ん
（
25
）
。
ス
ポ
ー
ツ
で
鍛
え
た

体
力
で
余
裕
の
ゴ
ー
ル
で
し
た
。

　

今
年
の
大
会
は
、
南
富
良
野
町
観
光
協
会

の
協
力
で
カ
ヌ
ー
と
自
転
車
６
台
ず
つ
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
効
果
で
、

自
前
で
道
具
を
そ
ろ
え
な
く
て
も
参
加
で
き

る
自
由
度
が
増
し
、
沖
縄
県
か
ら
初
め
て
参

加
し
た
人
も
。

　

前
日
の
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
パ
ネ
ル
出

演
し
た
講
談
師
、
神
田
山
陽
さ
ん
も
ゲ
ス
ト

参
加
し
ま
し
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

町
内
在
住
の
写
真
家
、
奥
田
實
さ
ん
が
「
大

雪
山
に
抱
か
れ
て
、
今
」
と
題
し
て
基
調
講

演
し
ま
し
た
。

夏
山
開
き
で「
山
の
祭
り
」「
S
E
A 

T
O 

S
U
M
M
I
T
」

夏
山
開
き
で「
山
の
祭
り
」「
S
E
A 

T
O 

S
U
M
M
I
T
」

く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、快
晴
で
大
盛
況

く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、快
晴
で
大
盛
況

箱を重ねて絵が完成！「つんで、つんで」
（東川養護学校）

金子亜龍君の交通安全作文朗読 「東川を駆け抜けろ」（幼児センター）

紅白大玉リレー（第二小）

行政区対抗「火の用心」（第三小）

おっとどっこい、バランスとって！（東川小）　

全校生が協力して走った百足競争（第一小）　
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医
薬
品
等
販
売
の
㈱

ツ
ル
ハ
（
札
幌
、
鶴
羽

順
代
表
取
締
役
）
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
展
開
す
る
㈱
コ
メ
リ

（
新
潟
市
、
捧
雄
一
郎

代
表
取
締
役
）
の
２
社

が
、
中
心
市
街
地
に
近
い
道
道
旭
川
旭
岳
温

泉
線
沿
い
約
６
千
７
０
０
平
方
㍍
の
用
地
に
、

そ
れ
ぞ
れ
店
舗
を
接
し
て
複
合
店
舗
を
建
設
。

今
年
11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け
て
順

次
開
店
す
る
こ
と
に
な
り
、
５
月
25
日
、
北

町
４
丁
目
で
商
業
複
合
店
舗
建
設
起
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

㈱
ツ
ル
ハ
か
ら
佐
藤
裕
市
店
舗
開
発
本
部

第
一
店
舗
開
発
課
長
、
㈱
コ
メ
リ
側
か
ら
川

上
利
博
開
発
建
設
本
部
開
発
第
一
部
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
エ
ム
ジ
ー
リ
ー
ス
㈱
の
嵯
峨
直
久

北
海
道
支
店
長
ら
が
出
席
。
関
係
者
約
20
人

が
出
席
し
て
工
事
の

無
事
完
成
を
祈
願
し

て
く
わ
入
れ
し
ま
し

た
。

　

ツ
ル
ハ
棟
は
鉄
骨

造
り
平
屋
建
て
約
千

１
６
０
平
方
㍍
の
自

社
店
舗
、
コ
メ
リ
棟
は
同
約
千
２
０
０
平
方

㍍
を
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
方
式
で
建
設
し
、
両
店

を
合
わ
せ
た
売
り
場
面
積
は
延
べ
約
２
千
平

方
㍍
。
共
同
利
用
で
き
る
82
台
分
の
来
店
者

用
駐
車
場
を
設
け
ま
す
。

　

ツ
ル
ハ
東
川
店
（
仮
称
）
は
、
旭
川
市
永

山
環
状
通
り
店
と
同
規
模
の
郊
外
型
店
の
品

ぞ
ろ
え
、
コ
メ
リ
東
川
店
（
同
）
は
、
同
社

ハ
ー
ド
＆
グ
リ
ー
ン
型
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
展

開
の
店
舗
と
し
て
、
農
業
・
園
芸
資
材
と
同

関
連
用
品
を
中
心
と
し
た
品
ぞ
ろ
え
を
す
る

そ
う
で
す
。

　

23
区
、
牧
聖
也
さ
ん
（
19
）
、
27
区
、
由

川
順
矢
さ
ん
（
34
）
、
30
区
、
馬
場
翔
大
さ

ん
（
23
）
、
30
区
、
新
田
由
憲
さ
ん
（
50
）
。

　

牧
さ
ん
、
由
川
さ
ん
、
馬
場
さ
ん
の
３
人

は
、
農
業
後
継
者
と
し
て
就
農
し
ま
し
た
。

新
田
さ
ん
は
、
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
に

移
住
、
養
鶏
農
家
と
し
て
就

業
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

か
ら
廃
業
し
た
農
家
の
水
田

２
・
５
㌶
の
耕
作
を
引
き
継

ぎ
、
水
田
農
家
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

山
崎
部
長
は
「
農
業
を
誇

り
あ
る
仕
事
と
し
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
樽
井

功
同
農
協
組
合
長
は
「
水
が

き
れ
い
、
空
気
も
き
れ
い
な

中
で
、
活
気
の
あ
る
農
業
者
、

若
者
が
育
っ
て
い
る
。
も
う

か
る
農
業
を
ぜ
ひ
や
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
励
ま
し
ま
し

た
。

　

６
月
18
日
、
東
川
町
農
協
青
年
部
（
山
崎

浩
敬
部
長
）
が
主
催
し
て
新
た
に
就
農
し
た

農
業
者
を
激
励
す
る
新
規
就
農
者
激
励
会
を

開
き
ま
し
た
。
会
場
の
東
川
町
農
協
大
ホ
ー

ル
に
は
、
約
１
０
０
人
の
先
輩
農
業
者
が
出

席
。
４
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

東
川
中
学
校
２
年
、
柏

原
瑞
季
さ
ん
（
13
）
＝
11

区
＝
が
８
月
７
日
か
ら
９

日
ま
で
３
日
間
開
催
の
日

本
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会

公
認
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
ｍ
ｅ
ｉ

ｊ
ｉ
カ
ッ
プ
（
札
幌
国
際

Ｃ
Ｃ
島
松
コ
ー
ス
）
に
出

場
が
決
ま
り
、
６
月
９
日

父
親
の
定
和
さ
ん
（
47
）

と
一
緒
に
松
岡
市
郎
町
長

に
あ
い
さ
つ
に
来
庁
し
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
、
同
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
し
た
同

大
会
の
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
（
中
学
・
高
校
女
子

の
部
）
で
準
優
勝
、
本
大
会
出
場
が
決
ま
り

ま
し
た
。
同
大
会
に
優
勝
し
た
昨
年
に
続
い

て
２
年
連
続
２
回
目
。

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
男
女
66
人
が
出

場
し
ま
し
た
。
中
学
・
高
校

女
子
の
部
の
優
賞
者
が
す
で

に
本
大
会
へ
の
出
場
権
を
得

て
い
た
た
め
、
準
優
勝
の
瑞

季
さ
ん
に
出
場
権
が
出
来
ま

し
た
。

　

小
学
２
年
か
ら
ゴ
ル
フ
を

始
め
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
「
去
年

は
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
に
出
場
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
は

上
位
に
食
い
込
み
た
い
」
と

静
か
な
闘
志
。
「
去
年
出
場
し
た
時
に
ト
ッ

プ
プ
ロ
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
」
と
練

習
に
取
り
組
む
意
欲
も
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
。

指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
空
知
管
内
妹

背
牛
町
出
身
の
村
上
由
洋
プ
ロ
（
44
）
＝
愛

知
県
＝
か
ら
直
伝
の
練
習
成
果
が
楽
し
み
で

す
。

瑞
季
さ
ん
、「
ｍ
ｅ
ｉ
ｊ
ｉ
カ
ッ
プ
」に
２
年
連
続
出
場

瑞
季
さ
ん
、「
ｍ
ｅ
ｉ
ｊ
ｉ
カ
ッ
プ
」に
２
年
連
続
出
場

コ
メ
リ
、ツ
ル
ハ
の
複
合
店
、12
月
開
店
へ

コ
メ
リ
、ツ
ル
ハ
の
複
合
店
、12
月
開
店
へ

ベ
ル
ン
ハ
ル
ツ
バ
ル
ト
吹
奏
楽
団
が
東
小
、東
中
と
合
同
演
奏

ベ
ル
ン
ハ
ル
ツ
バ
ル
ト
吹
奏
楽
団
が
東
小
、東
中
と
合
同
演
奏

　

東
川
小
学
校
新
校
舎
の
開
校
に

合
わ
せ
て
多
目
的
公
園
と
し
て
同

時
整
備
し
た
隣
接
公
園
が
全
面
完

成
し
、
東
川
ゆ
め
公
園
（
東
川
町

東
部
地
区
公
園
）
と
し
て
５
月
30

日
開
園
、
体
験
農
園
で
田
植
え
を

行
い
ま
し
た
。

　

約
２
・
８
㌶
の
園
内
は
、
模
範

水
田
約
０
・
９
㌶
、
東
川
小
学
校

と
東
川
中
学
校
の
学
校
田
そ
れ
ぞ

れ
約
10
㌃
ず
つ
、
体
験
畑
約
０
・
３
㌶
、
果

樹
公
園
約
１
・
４
㌶
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

模
範
水
田
で
は
期
待
の
新
品
種
「
き
た
く

り
ん
」
約
90
俵
（
1
俵
は
60
㌔
㌘
）
を
収
穫

予
定
。
町
内
小
、
中
学
校
の
学
校
給
食
で
食

べ
る
予
定
で
す
。
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
に
通
っ
て
い
る
約
50

人
の
児
童
が
素
足
で
田
ん

ぼ
に
入
っ
て
田
植
え
し
ま

し
た
。

　

泥
ん
こ
に
な
っ
て
田
ん

ぼ
の
中
を
走
り
回
り
、

「
キ
ャ
ー
！
」
「
わ
ー
！
」

と
大
は
し
ゃ
ぎ
。
田
植
え

の
後
は
、
泥
ん
こ
で
ご
わ

ご
わ
に
な
っ
た
服
を
脱
ぎ

捨
て
、
丸
裸
に
な
っ
て
園

内
備
え
付
け
の
手
押
し
井
戸
で
全
身
水
洗
い

す
る
子
も
。

　

東
小
と
東
中
の
学
校
田
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
は
く
ち
ょ
う
も
ち
」
、
体
験
畑
で
は
大
豆
、

果
樹
公
園
で
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ハ
ス
カ
ッ

プ
を
栽
培
し
ま
す
。

　

６
月
３
日
、
東
川
小
学

校
体
育
館
で
ド
イ
ツ
・
バ

イ
エ
ル
ン
州
か
ら
来
日
し

た
市
民
吹
奏
楽
団
、
ベ
ル

ン
ハ
ル
ツ
バ
ル
ト
吹
奏
楽

団
（
ヘ
ル
マ
ン
・
レ
ッ

サ
ー
団
長
指
揮
、
22
人
）

が
、
東
川
小
学
校
ス
ク
ー

ル
バ
ン
ド
（
畑
中
健
顧
問

指
揮
、
60
人
）
、
東
川
中

学
校
吹
奏
楽
部
（
中
家
俊

幸
顧
問
指
揮
、
35
人
）
と
一
緒
に
合
同
演
奏

で
音
楽
交
流
し
ま
し
た
。

　

東
小
体
育
館
に
総
勢
１
１
７
人
の
大
吹
奏

楽
団
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
東
川
の
児
童
・
生

徒
と
ド
イ
ツ
の
市
民
楽
団
が
息
を
合
わ
せ
て

「
美
し
き
プ
ラ
ハ
」
「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ

農
業
担
い
手
迎
え
、新
規
就
農
者
激
励
会

農
業
担
い
手
迎
え
、新
規
就
農
者
激
励
会

「
東
川
ゆ
め
公
園
」開
園
、田
植
え
も
満
喫

「
東
川
ゆ
め
公
園
」開
園
、田
植
え
も
満
喫

レ
イ
ス
」
の
２
曲
を
見
事

に
合
同
演
奏
し
ま
し
た
。

　

ベ
ル
ン
ハ
ル
ツ
バ
ル
ト

吹
奏
楽
団
は
、
15
歳
か
ら

50
歳
代
ま
で
団
員
38
人
で

活
動
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

同
月
６
日
（
土
）
に
旭
川

市
内
で
開
い
た
旭
川
音
楽

大
行
進
に
参
加
出
場
す
る

た
め
来
日
、
東
川
の
子
ど

も
た
ち
と
初
め
て
の
音
楽

交
流
に
な
り
ま
し
た
。

　

レ
ッ
サ
ー
団
長
は
「
ド
イ
ツ
の
学
校
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
こ
ん
な
に
大
勢
音
楽
活
動
を

し
て
い
な
い
。
帰
っ
た
ら
、
東
川
の
子
ど
も

た
ち
の
活
動
ぶ
り
を
伝
え
た
い
」
と
感
心
し

て
い
ま
し
た
。

　

旭
岳
（
標
高
2
千
2
9
1
㍍
）
の
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
９
合
目
姿
見
駅
付
近
（
標
高
約
千

6
0
0
㍍
）
は
、
ま
だ
残
雪
が
70
㌢
㍍
ほ
ど

残
っ
て
お
り
、
午
前
８
時
の
気
温
は
セ
氏
８

度
の
寒
さ
。
そ
れ
で
も
日
中
は
、
快
晴
の
残

雪
の
上
を
少
し
歩
く
と
汗
ば
む
ほ
ど
気
温
も

上
が
り
、
爽
快
な
山
の
空
気
を
満
喫
し
ま
し

た
。

　

東
川
が
誇
る
天
然
の

地
下
水
、
旭
岳
源
水
の

湧
き
出
し
場
所
で
は
、

ひ
ん
や
り
冷
た
い
天
然

の
水
に
感
激
。
道
の

駅
・
道
草
館
で
は
、
大

人
気
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
に
も
舌
鼓
。

　

一
行
は
、
週
２
便
運

航
し
て
い
る
「
台
湾
―

旭
川
」
便
を
利
用
し
て
、

５
月
29
日
か
ら
４
泊
５

日
で
上
川
町
層
雲
峡
、

旭
川
市
内
の
旭
山
動
物

園
、
美
瑛
町
内
な
ど
を

巡
り
ま
し
た
。
（
関
連

12
、
13
㌻
）

　

人
気
の
北
海
道
に
新
た
な
ツ
ア
ー
コ
ー
ス

を
開
拓
し
よ
う
と
、
復
興
航
空
を
主
幹
と
す

る
台
湾
の
旅
行
代
理
店
14
社
、
テ
レ
ビ
局
の

ツ
ア
ー
視
察
団
（
団
長
・
郭
文
瑞
大
栄
国
際

旅
行
社
董
事
長
）
の
一
行
17
人
が
５
月
31
、

６
月
１
日
の
２
日
間
、
東
川
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

台
湾
の
旅
行
代
理
店
が
観
光
ス
ポ
ッ
ト
巡
り

台
湾
の
旅
行
代
理
店
が
観
光
ス
ポ
ッ
ト
巡
り

就農あいさつをした牧さん、由川さん、
馬場さん、新田さん（左から）
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生
で
２
年
分
の
履
修
を
終
え
て
来
日
、

帰
国
後
は
１
年
間
修
士
論
文
を
書
く
た

め
の
期
間
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
た
そ

う
で
す
。

　

も
の
す
ご
い
勉
強
家
の
よ
う
。
で
も

当
の
本
人
に
よ
る
と
「
学
生
寮
で
は
、

夜
の
11
時
に
な
る
と
消
灯
し
ま
す
の
で
、

み
ん
な
夜
中
に
懐
中
電
灯
を
つ
け
て
勉

強
し
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
奨
学
金
を

も
ら
う
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、

私
も
み
ん
な
の
背
中

を
見
て
追
い
か
け
て

き
ま
し
た
」
。

◇

　

中
国
で
は
、
１
９

８
０
年
代
生
ま
れ
の

世
代
を
「
80
后

（
バ
ー
リ
ン
ホ
ウ
）
」

と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。

計
画
出
産
政
策
の
最

初
の
世
代
（
一
人
っ

子
政
策
）
で
、
大
事

　

大
学
で
日
本
語
を
専
攻
す
る
ま
で
は
、

外
国
語
と
い
え
ば
中
学
か
ら
勉
強
し
て

い
た
英
語
だ
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
で

も
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
学
ん
だ
外
国

語
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
自
然
な
ア
ク
セ

ン
ト
。

　

大
学
院
に
進
ん
で
日
本
の
大
学
に
留

学
し
た
の
が
よ
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
も
っ
と
な
に
か
勉
強
し
な
く
て
は
」

と
留
学
を
希
望
し
た
そ
う
。
修
士
１
年

り
ま
す
。
王
さ
ん
流
で
す
」
。

　

と
こ
ろ
が
魚
料
理
は
ま
っ
た
く
出
来

な
い
の
だ
そ
う
。
「
い
つ
も
ス
ー
パ
ー

の
魚
の
コ
ー
ナ
ー
で
『
い
い
な
ー
』

『
ど
う
や
っ
て
作
る
の
か
な
ー
』
『
魚

お
い
し
く
作
り
た
い
』
。
で
も
『
分
か

ら
な
い
！
』
」
と
う
な
っ
て
し
ま
う
そ

う
で
す
。

に
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と

い
わ
れ
る
最
近
の
世
代
の
先
駆
け
で
も

あ
り
ま
す
。

　

「
ち
や
ほ
や
さ
れ
て
育
っ
た
け
れ
ど
、

相
談
で
き
る
兄
弟
が
い
な
い
か
ら
、
兄

弟
が
う
ら
や
ま
し
い
。
80
后
の
世
代
は
、

み
ん
な
自
由
に
恋
愛
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
け
れ
ど
、
中
国
の
伝
統
的
な
考

え
方
も
心
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、

友
だ
ち
は
み
ん
な
安
定
し
た
ら
結
婚
し

た
い
と
思
っ
て
ま
す
。
だ
か
ら
一
度
は

お
見
合
い
し
ま
す
。
日
本
の
若
い
人
は
、

た
ぶ
ん
し
な
い
で
し
ょ
？
」
。

　

ハ
ル
ビ
ン
師
範
大
学
で
は
、
日
本
語

の
基
礎
と
文
法
以
外
の
社
会
文
化
、
歴

史
、
会
話
を
す
べ
て
教
え
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

「
準
備
す
る
の
に
１
週
間
く
ら
い
。

教
え
る
の
は
た
っ
た
１
時
間
。
『
こ
ん

な
に
準
備
し
た
の
に
、
ど
う
し
て
１
時

間
で
終
わ
る
ん
だ
！
』
」
と
思
わ
ず
拳

を
握
っ
て
―
。
「
で
も
も
っ
と
調
べ
た

く
て
、
も
っ
と
も
っ
と
考

え
た
い
。
ど
う
や
っ
て
教

え
た
ら
い
い
か
新
し
い
教

え
方
を
見
つ
け
た
い
」
。

　

自
宅
で
は
毎
日
自
分
で

料
理
も
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
「
最
近
み
そ
汁
も
作

8787今、生き生きと

　

来
町
３
カ
月
。
町
の
様
子
に

も
慣
れ
、
最
近
羽
衣
太
鼓
保
存

会
の
練
習
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
「
古
典
舞

踊
の
勉
強
も
し
た
い
し
、
剣
道

は
珍
し
い
で
す
か
ら
剣
道
も
体

験
し
た
い
」
と
日
本
文
化
へ
の

興
味
は
広
が
る
一
方
。
テ
レ
ビ

番
組
で
毎
週
楽
し
み
に
す
る
番

組
も
で
き
ま
し
た
。
町
の
田
園

風
景
も
お
気
に
入
り
。
「
故
郷

は
都
市
部
な
の
で
自
然
に
触
れ

る
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
い
で
す
。

静
か
で
居
心
地
が
良
い
。
空
気

が
お
い
し
い
し
、
和
や
か
で
す
」

と
東
川
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

東川町国際交流員　

王　佳夢（ワン・ジャーモン＝日本語読みはオウ・カム）さん

日本語留学生の歓迎パーティーで接待役も（６月９日、
町民グラウンドで）

台
湾
・
復
興
航
空
主
催
の
台
湾
旅
行
代
理
店
視
察
で
町
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
案
内
（
６
月
１

日
、
旭
岳
源
水
の
湧
水
地
で
）

中
国
に
帰
国
後
、
修
士
論
文
が
順
調
に
完
成
し
て
迎
え
た
修

士
卒
業
式
で
（
２
０
１
２
年
６
月
大
連
外
国
語
大
学
、
同
期

卒
業
生
と
）

王　佳夢さん（29）
　今年４月から東川町国際交流
員。中華人民共和国（中国）黒
竜江省ハルビン市のハルビン師
範大学日本語講師。大連外国語
大学（遼寧省大連市）日本学部
語言文化学科卒、同大学大学院
在学時の2010（平成22）年、
長野大学に1年間留学。2012
年、大連外国語大学修士卒業
（日本語言文学研究）。
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貸し出し図書
ビデオ紹介

文化交流館
☎82－4245

ふ
る
さ
と
に
寄
せ
ら
れ
た一通
の
手
紙

　

札
幌
東
川
出
身
会
の
会
員
の
方
か
ら
一
通

の
手
紙
を
ち
ょ
う
だ
い
し
た
。
「
先
祖
が
明

治
28
年
、
乙
未
（
き
の
と
ひ
つ
じ
）
の
年
に

富
山
県
か
ら
入
植
し
、
今
年
は
同
じ
乙
未
の

年
を
迎
え
、
干
支
の
２
巡
す
る
年
で
も
あ
り
、

何
か
記
念
と
な
る
企
画
を
行
っ
て
は
」
と
の

提
言
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
本
州
各
県
か
ら
開
拓
団
な
ど
が
実

際
に
入
植
し
た
の
は
１
８
９
５
（
明
治
28
）

年
で
あ
る
が
、
本
町
の
先
人
は
、
開
拓
測
量

が
行
わ
れ
た
明
治
27
年
を
起
点
と
し
て
祝
賀

行
事
を
展
開
し
て
き
た
。
昨
年
開
拓
１
２
０

年
と
い
う
一
つ
の
通
過
点
を
記
念
し
て
東
川

小
学
校
の
移
転
竣
工
を
実
現
し
、
未
来
を
創

る
子
供
た
ち
の
教
育
施
設
の
充
実
を
祝
っ
た
。

今
年
は
サ
ッ
カ
ー
場
、
野
球
場
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
オ
ー
プ
ン
、
そ
し
て
稲
づ
く

り
体
験
水
田
や
畑
も
出
来
、
学
校
給
食
の
お

米
は
す
べ
て
こ
の
水
田
で
収
穫
し
た
も
の
を

活
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

水
稲
は
、
明
治
29
年
に
富
山
県
か
ら
団
体

入
植
し
た
方
々
が
初
め
て
栽
培
し
て
か
ら
今

年
１
２
０
回
目
の
収
穫
を
行
う
。
節
目
と
な

る
年
と
も
重
な
り
、
意
義
深
い
年
に
体
験
農

園
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
町

の
産
業
の
基
盤
で
あ
り
国
民
の
命
の
源
で
あ

る
米
作
り
は
、
先
人
が
血
や
汗
を
流
し
守
っ

て
き
た
。
農
業
の
大
切
さ
と
役
割
を
学
び
、

後
継
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

先
人
は
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
に
写
真

の
町
を
宣
言
し
た
。
「
写
真
文
化
と
国
際
交

流
を
通
じ
て
、
世
界
に
開
か
れ
た
自
然
と
文

化
の
調
和
し
た
」
町
づ
く
り
を
条
例
の
中
に

明
記
し
て
い
る
。
今
、
私
た
ち
は
先
人
が
条

例
の
中
に
込
め
た
熱
い
思
い
の
実
現
に
向
け

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
地
方

創
生
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。

　

手
紙
に
は
、
故
郷
の
発
展
を
讃
歌
す
る
次

の
よ
う
な
和
歌
が
３
首
添
え
ら
れ
て
い
た
。

　

新
墾
（
に
い
ば
り
）
し
て
百
二
十
年
古
里

　

は
写
真
の
町
と
自
ら
誇
る

　

祖
（
お
や
）
た
ち
の
開
拓
の
功
讃
え
か
し

　

原
野
を
美
（
は
）
し
き
田
や
街
と
せ
る

　

東
川
の
ブ
ラ
ン
ド
創
出
見
事
な
り
写
真
甲

　

子
園
東
川
米

　

東
川
町
を
故
郷
と
す
る
人
々
が
、
故
郷
に

対
す
る
関
心
と
思
い
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
大
き
な
励
み
で
あ

り
自
信
に
も
な
る
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

貸し出し図書
ビデオ紹介

文化交流館
☎82－4245

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています★
1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間

貸し出し検索 

☞

 
http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

かぐやのかご（児童書）
塩野米松：作　浜野ゆか：絵　佼成出版社：刊

　清香は、男の子たちにいじめ
られて泣きながら下校していま
した。突然、話しかけてきたの
は、竹細工職人のおばあちゃん。
清香は次第におばあちゃんに心
を開いていき、学校での理不尽
な出来事を話します。それを聞
いたおばあちゃんは、人の罪を
背負うという「トガ負いさん」の
話をしてくれるのでした。世代を
超えた温かくゆるぎない友情を
描きます。

君が僕の息子について教えてくれたこと（DVD）
発売元：ＮＨＫエンタープライズ

　自閉症である東田直樹さんの
エッセイ「自閉症の僕が飛び跳
ねる理由」。自分の心の内をつ
づったエッセイがイギリス人作
家、デービット・ミッチェル氏の
目にとまった。なぜなら東田さ
んの本は、自閉症の息子を持つ
ミッチェル氏にとって、まるで息
子が自分に語りかけているよう
に感じられたからだという。この
二人の出会いから生まれた希望
の物語。（59分）

ラプラスの魔女（一般書）
東野圭吾：著　ＫＡＤＯＫＡＷＡ：刊

　元警察官の武尾は、円華とい
う若い女性のボディーガードを依
頼された。円華と行動を共にする
につれ、彼女に不思議な「力」が
備わっているのでは、と疑い始め
る。同じころ、遠く離れた２つの温
泉地で硫化水素による死亡事故
が起きていた。検証に赴いた地
球科学の研究者、青江は、双方
の現場で謎の娘、円華を目撃す
る。彼女はいったい何をしようとし
ているのか？

松
岡
市
郎

ふ
る
さ
と
に
寄
せ
ら
れ
た一通
の
手
紙
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大雪山の素顔
残雪の縞模様
　冬山から夏山へ変化する山肌の中で、僕は残雪
の縞模様が一番好きな景色である。
　標高2,291㍍の旭岳山頂付近は９月中旬には初
雪を迎え、10月には標高1,600㍍の旭岳ロープウェ
イ姿見駅付近でも辺り一面真っ白の雪景色となる。
旭岳が夏山シーズンを迎えるのは、山開きを行う
毎年６月第３土曜日だが、この時期の山々にはまだ
多くの雪が解けずに残っている。その雪は７月ごろ
まで沢の中などに残る。それが雪渓である。
　冬の間、空から降ってきた雪は、降雪中であって
も降雪後であっても、風によってさまざまな場所へ
再配分される。分かりやすくいうと、雪は風当たり
の強い尾根のような地形で風によって飛ばされ、
風下の斜面や沢状地形へと運ばれる。このため山
腹の積雪量は均一ではなくなる。尾根状地形では
風が抜けるので少なく、風下や沢状地形では吹き
溜まって多くなる。
　雪が少ない尾根状地形では、もちろん雪解けも
早く、６月ごろからキバナシャクナゲなど高山植物

が咲き始め、大雪山の短い夏が華やかに花開く。
一方、積雪が多い沢状地形には雪が残り、多くの高
山植物が雪解けを心待ちにしている。雪渓が残る
この時期、大雪山は足下では高山植物の小さくて
可憐な花がわれわれの目を楽しませてくれる。遠く
の山へ視線を送ると、山肌には雪渓が作り出す残
雪の縞模様が目に飛び込んでくる。四季折々、さま
ざまな表情を見せる大雪山に訪れてみるのはいか
がだろうか？

　

今
月
は
、
ラ
ト
ビ
ア
で
７
月
に
行
わ
れ
る

「
歌
と
踊
り
の
祭
典
」
と
い
う
有
名
な
祭
り
を

紹
介
し
ま
す
。

　

歌
と
踊
り
の
祭
典
は
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
、

一
週
間
ぐ
ら
い
続
き
ま
す
。
期
間
中
は
毎
日
、

首
都
リ
ー
ガ
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
す
。
最
終
日
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
最
も
大
き
な
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
行

わ
れ
、
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
す
。

　

初
め
て
開
か
れ
た
の
は
１
８
７
３
年
、
「
歌

の
祭
典
」
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、
祭

典
が
開
か
れ
る
意
義
は
と
て
も
重
要
で
し
た
。

　

19
世
紀
末
、
ラ
ト
ビ
ア
は
ま
だ
旧
ソ
ビ
エ
ト

連
邦
共
和
国
（
現
ロ
シ
ア
）
の
一
部
で
し
た
か

ら
、
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
問
題
で

し
た
。
最
も
重
要
な
意
義
は
、
ラ
ト
ビ
ア
人
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
育
て
る
こ
と

で
し
た
。
ラ
ト
ビ
ア
人
が
集
ま
り
、
ラ
ト
ビ
ア

語
で
歌
を
歌
い
、
愛
国
心
を
強
く
す
る
の
で
す
。

１
９
４
８
年
に
は
踊
り
の
要
素
が
加
わ
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
は
合
唱
団
だ
け
で
は
な
く
、
ダ

ン
ス
グ
ル
ー
プ
も
参
加
し
て
現
在
の
「
歌
と
踊

り
の
祭
典
」
と
い
う
名
前
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
歌
と
踊
り
の
祭
典
」
に
参
加
す
る
の
は
さ

ま
ざ
ま
な
合
唱
団
、
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
、
金
管

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
民
族
音
楽
グ
ル
ー
プ
で
、
総

勢
約
３
万
人
に
も
な
り
ま
す
。
歌
わ
れ
る
曲
は

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
合
唱
曲
が

多
い
で
す
が
、
最
近
で
は
現
代
の
人
気
曲
も
レ

パ
ー
ト
リ
ー
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
国
の
人
々
に
と
っ
て
、
「
歌
と
踊
り
の

祭
典
」
は
ラ
ト
ビ
ア
人
が
結
束
す
る
た
め
に
と

て
も
大
切
な
も
の
で
す
。
昔
か
ら
こ
の
祭
り
を

通
じ
て
ラ
ト
ビ
ア
人
は
結
束
し
、
特
に
年
配
の

人
は
毎
年
の
開
催
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
若
者
の
間
で
も
人
気
が
あ
り
、

特
に
祭
典
の
最
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
人
々
を
深

く
感
動
さ
せ
ま
す
。

　

私
は
、
ラ
ト
ビ
ア
の
祭
り
の
中
で
「
歌
と
踊

り
の
祭
典
」
は
最
も
愛
国
心
が
強
い
祭
り
だ
と

思
い
ま
す
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
欠
か
さ
ず
祭

典
を
見
に
行
き
、
ラ
ト
ビ
ア
人
と
し
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
感
じ
、
ラ
ト
ビ
ア
人
同
士

の
結
束
を
強
め
る
の
で
す
。
前
回
の
歌
と
踊
り

の
祭
典
は
２
０
１
３
年
で
し
た
。
次
は
２
０
１

８
年
の
予
定
で
す
。
も
し
機
会
が
あ
っ
た
ら
、

ぜ
ひ
ラ
ト
ビ
ア
に
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
ガ
イ
ド
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

ラ
ト
ビ
ア
の
「
歌
と
踊
り
の
祭
典
」

国
際
交
流
員

ク
リ
ス
タ
・
ボ
グ
ダ
ノ
ヴ
ァ

アウトドア・ガイド Natures　中 川 伸 也

残
雪
の
雪
渓
が
美
し
い
縞
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
を
見
せ
て
い
る
山
肌
（
６
月
16
日
、
黒

岳
石
室
付
近
か
ら
撮
影
）

！

世界
を知
ろう
！

世界
を知
ろう！

世界
を知
ろう
！

世界
を知
ろう

３
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.46

The Friendship Festival (July)   Catrina Caira 

The first week of July is lots of fun in my town. I live about 10 minutes from the 
Canadian-American border.  Canada celebrates becoming a country on July 1st 
and America celebrates becoming a country on July 4th, so we have a big festival.  
There is a bridge between Canada and America in Fort Erie and there is a park on 
both sides.  These parks are the place where we hold the Friendship Festival.  The 
last time Canada and America fought was in 1812, and that fight happened in my 
area. Now we celebrate the long time it has been since we fought at this festival.  
We have rides and concerts and there are plays and delicious food and games.  
There are also a lot of people selling things like local crafts.  Many people say their 
favorite part is the fireworks, we have a fireworks show on the Canadian side on 
the 1st and the American side on the 4th, but you can see both shows from either 
park. When I was young my theatre group performed at the festival every year. 
The performances and most of the concerts are free so lots of people come.  I always had a lot of fun at the festival.   It is great 
to live near the longest continuously peaceful border in the world.
(This is this year’s festival banner from the Canadian side)

第120回

暗唱の極意パート２

　中学校では、やり方はいろいろですが、どの学年も教科
書の暗唱テストを行っています。３年になると覚える文章も
多く、テストを受ける生徒はチェックするのも結構大変です。
生徒は、得意、不得意とさまざまですから、やらずに済ませ
たいという誘惑にかられることもあります。でもとにかく大
事、の気持ちで続けています。
　３年になって転校してきた生徒で、まったく暗唱できない

生徒がいました。聞けば、以前の学校には暗唱の習慣がな
かったとか。途方に暮れているので、思い切って１年の教科
書から暗唱させました。優秀な生徒で、あっという間に追い
ついて難なくできるようになりました。積み重ねって大事だ
な、と思いました。可愛い１年生も今、一生懸命暗唱中です。
続けるといいですね。
　暗唱の極意ですが、それはこうやります。水泳の息継ぎを
イメージしてください。英文を見てよく音読する。そこから少
しずつ顔を上げて同じことを言う。また英文を見て読む、顔
を上げて言う、の繰り返しです。これが一番早くしっかり覚
えられます。あまりよく音読しないうちに教科書を閉じ、〝う
んうん〟うなってみてもいいことありません。
　暗唱した英文は、何も見ないでノートに書きましょう。正
確に復元できてこそ本物です。以前、テスト前の自習時に、
ノートを開いて何も見ないで教科書の記述をすべて書き出
した生徒がいました。優秀でした。頑張っているかなあ。

（訳：宮地晶子）

フレンドシップ・フェスティバル（友好祭）　カトリーナ・カイラ
　カナダの私の町は、アメリカとの国境から約10分のところにあります。両国の独立記念日は、それぞれ７月１日と４日なので、大きな
祭りが開催される７月第１週は、楽しいことが盛りだくさん。カナダのフォート・エリーとアメリカの国境には橋があり、両側に公園があ
ります。ここが友好祭の会場です。最後に両国が戦ったのが1812年、カナダ側でのことでした。今では、ここで両国の長く続く平和を
祝います。祭りには、遊園地の乗り物、コンサート、芝居やご馳走、ゲームが出ます。地元の工芸品を売る人もたくさんいます。花火が
最高、という人も多く、カナダ側は７月１日、アメリカ側は４日に花火大会があります。どちらの国の公園からも両方の花火が見られます。
私が若いときは、私の所属する劇団が毎年、ここで芝居をしました。芝居もほとんどのコンサートも無料なので、たくさんの人が来ます。
いつもとても楽しかった。世界でも最も長く平和が保たれたこの国境の近くに住むのは、最高です。

【ちょっと豆知識】宮地晶子

　アメリカの７月４日は「独立記念日」
＝Independence Dayと呼ばれます。
一方カナダの７月１日は「カナダ・
デー」＝Canada Day と呼ばれます。
地名になっているフォート（fort）とは、
「砦、要塞」のことで、歴史がそのま
ま地名になっていますね。ちなみに両
国の間にかかる橋の名前は、ピース・
ブリッジ(Peace Bridge)です。平和バ
ンザイ！
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　 俳　

句

一
服
の
新
茶
で
愚
痴
は
何
処
へ
や
ら

湯
上
り
の
火
照
り
の
あ
と
の
新
茶
か
な

春
の
花
和
名
の
読
み
の
お
も
し
ろ
や

廃
線
の
駅
も
華
や
ぐ
昇
り
藤

子
の
街
を
見
お
ろ
す
駅
舎
夏
つ
ば
め

新
茶
飲
む
明
治
の
父
は
無
言
な
り

海
を
向
く
揺
ぎ
て
育
つ
な
で
し
こ
よ

お
ま
ま
ご
と
ぶ
ど
う
に
み
た
て
の
ぼ
り
藤

夕
風
に
甘
く
に
ほ
ふ
や
藤
の
花

慈
雨
来
た
る
座
敷
に
並
ぶ
足
の
裏

放
ら
れ
て
勝
手
に
満
開
夏
水
仙

新
茶
来
る
近
況
添
え
し
富
士
裾
野

ホ
タ
ル
茶
碗
の
白
清
々
し
新
茶
の
香

ホ
ロ
酔
ひ
の
モ
ン
シ
ロ
渡
る
広
野
か
な

新
茶
に
は
湯
か
げ
ん
し
か
と
確
か
め
り

雛
鳥
の
産
声
祝
う
新
茶
か
な

知
ら
ぬ
間
に
ル
ピ
ナ
ス
伸
び
て
花
畑

星
の
よ
う
夏
の
夜
空
に
最
終
便

高　

瀬　
　
　

潤

石　

澤　

清　

宏

松　

山　

蓉　

子

三　

島　
　
　

智

若　

田　
　
　

郁

本　

田　
　
　

咲

佐
々
木　

り　

え

山　

内　

み　

ゆ

長
谷
川　

き
み
ゑ

小　

林　

ろ　

ば

高　

橋　

公　

花

杉
山　

ひ
ろ
の
り

保　

科　

な　

ほ

徳　

光　

吐　

苦

杉　

山　

り　

つ

こ
ば
や
し　

星
来

横　

田　

則　

子

若　

田　
　
　

久

俳　

句

俳　

句

人
生
を
拓
く

ひ
ら

14

　

父
、
松
三
郎
さ
ん
は
、
秋
田
県
北
秋
田
郡
阿
仁

合
村
（
あ
に
あ
い
む
ら
）
＝
現
北
秋
田
市
＝
の
鉱

山
で
働
く
鉱
山
技
師
で
し
た
。
１
９
３
０
（
昭
和

５
）
年
、
鉱
山
の
閉
山
で
小
学
３
年
の
時
に
知
人

を
頼
っ
て
両
親
と
と
も
に
美
瑛
町
俵
真
布
に
。

　

５
人
兄
妹
の
二
女
で
、
尋
常
小
学
校
に
転
入
後

間
も
な
く
登
校
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
秋
田
弁

で
い
じ
め
を
受
け
た
そ
う
で
す
。

　

「
『
嫌
』
は
『
ン
や
ん
だ
』
と
言
う
ん
だ
よ
。

そ
れ
で
小
突
か
れ
た
り
馬
鹿
に
さ
れ
た
り
…
、
怖

く
て
学
校
に
行
け
な
か
っ
た
。
親
が
た
び
た
び
学

校
に
送
っ
て
く
れ
た
ん
だ
け
れ
ど
、
す
ぐ
帰
っ
て

く
る
の
。
５
年
生
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
か
な
か
っ

た
」
。

　

青
春
の
思
い
出
は
、
15
歳
で
青
年
団
に
入
っ
た

こ
ろ
。
「
勇
気
を
出
し
て
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
っ

て
、
青
年
団
で
お
芝
居
を
す
る
と
い
っ
て
稽
古
を

し
た
り
、
運
動
会
に

出
た
り
。
お
友
達
も

で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
。

　

１
９
４
３
（
昭
和

18
）
年
、
21
歳
で
３

歳
年
上
の
梅
松
さ
ん

（
89
歳
で
逝
去
）
と

結
婚
。
６
人
家
族
の

嫁
ぎ
先
で
女
の
子
５
人
を
生
み
育
て
、
大
家
族
の

一
家
を
支
え
ま
し
た
。

　

夫
の
梅
松
さ
ん
は
規
模
拡
大
を
求
め
て
美
瑛
町

俵
真
布
か
ら
東
川
町
東
10
号
に
移
転
、
経
営
意
欲

に
あ
ふ
れ
た
農
家
で
し
た
。
「
う
ち
が
東
川
の
農

家
で
一
番
奥
だ
っ
た
。
米
１
０
０
俵
を
取
り
た
い

と
思
っ
て
頑
張
っ
た
の
」
。

　

頑
丈
な
体
格
で
「
客
土
し
て
い
て
馬
に
蹴
ら
れ

た
り
、
肩
を
骨
折
し
て
1
年
間
も
入
院
し
た
り
、

足
を
骨
折
し
た
り
…
。
で
も
不
思
議
な
こ
と
に
治

る
ん
だ
よ
」
。

　

無
我
夢
中
で
働
き
ま
し
た
。
「
屋
台
っ
こ
（
赤

ん
坊
用
の
屋
根
付
き
の
小
屋
）
に
２
人
く
ら
い
入

れ
た
ま
ん
ま
で
、
気
づ
い
た
ら
ひ
っ
く
り
返
っ
て

い
た
り
…
。
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
っ
た
。
で
も
み
ん

な
病
気
し
た
こ
と
は
な
い
の
。
丈
夫
に
育
っ
て
く

れ
た
の
」
。

　

離
農
後
70
歳
ま
で
、
農
作
業
手
伝
い
の
か
た
わ

ら
、
老
人
保
健
施
設
・
ひ
だ
ま
り
の
里
で
10
年
以

上
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
ま
し
た
。
今
は
旭
川
市

内
に
住
む
姉
妹
３
人
が
季
節
の

山
野
草
や
料
理
な
ど
を
持
っ
て

自
宅
を
足
繁
く
訪
れ
て
く
れ
ま

す
。

　

「
つ
ら
い
こ
と
も
い
っ
ぱ
い

あ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
年
ま
で

み
ん
な
の
お
世
話
に
な
り
な
が

ら
長
生
き
し
て
あ
り
が
た
い
こ

と
」
と
感
謝
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

水
野　

ア
キ
エ
さ
ん
（
92
）
＝
西

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

17 Higashikawa  2015  July



大雪地区広域連合からのお知らせ

世帯全員住民税非課税で、本人の前年の合計所得金額＋
課税年金収入額の合計が120万円を超える方３ 基準額×0.75 52,000

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が所得120万
円未満の方６ 基準額×1.26 87,300

住民税課税世帯で、本人が住民税非課税であり、前年の合
計所得金額＋課税年金収入額の合計が80万円以下の方４ 基準額×0.88 61,000

生活保護の受給者、世帯全員住民税非課税で老齢福祉年
金の受給者または本人の前年の合計所得金額＋課税年金
収入額の合計が80万円以下の方

第１段階 基準額×0.45 31,200

世帯全員住民税非課税で、本人の前年の合計所得金額＋
課税年金収入額の合計が80万円を超え、120万円以下の
方

２ 基準額×0.70 48,500

住民税課税世帯で、本人が住民税非課税であり、前年の合
計所得金額＋課税年金収入額の合計が80万円を超える方５ 基準額

（69,305×1.00） 69,300

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が所得120万
円以上190万円未満の方７ 基準額×1.30 90,100

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が所得400万
円以上600万円未満の方10 基準額×1.87 129,600

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が所得600万
円以上の方11 基準額×2.13 147,600

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が所得190万
円以上290万円未満の方８ 基準額×1.57 108,800

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が所得290万
円以上400万円未満の方９ 基準額×1.60 110,900

対　象　者区分
（1～11段階） 算定方法 保険料額

（円）

２７年度国民健康保険料、介護保険料、
後期高齢者医療保険料が決まりました
２７年度国民健康保険料、介護保険料、
後期高齢者医療保険料が決まりました
２７年度国民健康保険料、介護保険料、
後期高齢者医療保険料が決まりました

所 得 割（ % ） 7.5（6.7） 2.2（2.1） 1.7（1.6）

資 産 割（ % ） 20.0（20.0） 8.0（8.0） 4.3（4.3）

均 等 割（ 円 ）
（１人 当たり） 22,000（22,000） 7,000（7,000） 7,000（7,000）

医　療　分 支援金分　※１ 介護分　※２

平 等 割（ 円 ）
（ 世 帯当たり） 38,000（38,000） 10,800（10,800） 9,800（9,800）

2,100 2,1007割軽減後の額 6,600（6,600） （2,100） （2,100）

3,500（※3） 5割軽減後の額 11,000（11,000） 3,500（3,500） （3,500）

5,6002割軽減後の額 17,600（17,600） 5,600（5,600） （5,600）

2,9407割軽減後の額 11,400（11,400） 3,240（3,240） （2,940）

4,900（※3） 5割軽減後の額 19,000（19,000） 5,400（5,400） （4,900）

7,8402割軽減後の額 30,400（30,400） 8,640（8,640） （7,840）

160,000520,000（510,000）賦課限度額（円） 170,000（160,000） （140,000）

（　）は前年度

２．介護保険料
　費用の財源は、65歳以上の方の第１号被保険者、40歳以上65歳未満の方の第２号被保険者の皆さま
が納める保険料と公費（税金）です。その負担割合は、介護保険事業計画（３年ごとに見直し）で見込
まれる大雪地区広域連合全体の介護サービス量（費用）に基づいて計算しています。27年度から29年
度まで３年間の保険料基準額は69,305円です（月額相当5,775円）。

大雪地区広域連合の介護サービスにかかる費用（全体を100とした場合の負担割合）

65歳以上の方の年額保険料（27～29年度、第1号被保険者）

１．国民健康保険料率
　このほど開かれた大雪地区広域連合議会（美瑛町、東川町、東神楽町で構成）で、27年度国民健康
保険料の保険料率が決まりました。保険財政の状況等をもとに検討し保険料率の改定を決定しました。
皆さまに安心して医療を受けていただくためにこれまで同様、皆さまのご協力をお願いします。

27年度国民健康保険料率表

※１　支援金分とは、後期高齢者医療制度に必要な総医療費の一部を負担する『後期高齢者支援金』で、74歳以下の
　　　人が納めるものです。
※２　介護分とは、40～64歳の人が納める介護保険料相当分です（介護保険の第２号被保険者）。
※３　前年所得が一定の基準額に満たない世帯は、均等割と平等割で軽減額が適用されます。

国民健康保険料、介護保険料を改定します
―後期高齢者医療保険料は据え置き―

国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者
医療保険料を改定しました

公費（税金50％）
（国25%、道12.5%、広域連合12.5%）

第１号被保険者の保険料
（22％）

第２号被保険者の保険料
（28％）
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大雪地区広域連合からのお知らせ

お問い合わせ／国民健康保険対策室、介護保険対策室☎（直通）82－3697
納付相談窓口／役場税務課税務収納室　　☎82－2111（内線121）

７月31日㈮
８月31日㈪
９月30日㈬
11月２日㈪
11月30日㈪
12月28日㈪

来年２月１日㈪

第１期
第２期
第３期
第４期
第５期
第６期
第７期

賦 課 限 度 額（ 円 ） 570,000（550,000）

2割軽減額「33万円+47万円×世帯の被保険者数」 41,177（38,167）

5割軽減額「33万円+26万円×世帯の被保険者数」 25,736（23,854）

8.5割軽減額「33万円」 7,720（7,156）

9割軽減額「33万円かつ被保険者全員が年金収入80万円以下で
他の所得がない」 5,147（4,770）

均等割＝「　」 内は軽減基準所得（円） 51,472（47,709）

所得割（％） 10.52（10.61）

保険料の納期限

３．後期高齢者医療保険料
　被保険者の皆さまにお支払いただく保険料は、北海道後期高齢者医療広域連合が２年ごとに定める保険
料率をもとに決めています。被保険者全員が負担する「均等割」と前年の所得に応じて負担する「所得割」
の合計額で、本年度保険料額はその２年目になっています。
　保険料額決定通知書及び納付通知書（普通徴収）、特別徴収開始通知書は７月中旬に送付いたします。

27年度後期高齢者医療保険料表

保険料納付方法の変更は７月31日までに
　国民健康保険料、後期高齢者医療保険料が現在年金からの支払い（特別徴収）となっている方、また
は特別徴収開始通知書によって10月以降特別徴収となる方は、支払い方法を口座振替に切り替えるこ
とができます。
　10月以降の特別徴収分を口座振替に切り替えることをご希望の場合は、お住まいの役場の国保担当
窓口（または収納担当窓口）で７月31日（金）までに納付方法の変更の申し出をしてください。
▼手続きに必要なもの
本人の保険証、振替口座の預金通帳、通帳の届け出印
※（注）介護保険料は納付方法を変更できません。

保険料の納期限
　国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料の納期限は次の
とおりです（いずれも普通徴収）。納期限（納期内の納付）を過ぎると
延滞金が徴収される場合がありますので、ご注意ください。
　期限内の納付が難しい場合は、分割納付などの制度を利用できます。
役場の納付相談窓口でご相談ください。

（　）内は24、25年度
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くらし
・

ネットワーク

夜間納税と相談の日

7月13日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

夜間納税と相談の日

7月13日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00

夜間納税と相談の日

7月13日㈪
毎月第2月曜日／17：15～20：00
税務課収納室／役場1階税務課（4番窓口）

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

納付期限

７月31日㈮

９月30日㈬

11月30日㈪

来年２月１日㈪

第１期

第２期

第３期

第４期

〃

〃

町・道民税、固定資
産税、軽自動車税

町・道民税、固定資
産税

▼
軽
自
動
車
税

　

４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動
車
（
原
動

機
付
き
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特

殊
、
二
輪
等
）
を
所
有
し
て
い
る
方
が

納
め
る
税
金
で
す
。

　

障
が
い
者
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自

動
車
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
は

減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
（
生
計
を
同
一

に
す
る
方
が
所
有
す
る
車
両
も
適
用
対

象
）
。

　

減
免
を
受
け
る
に
は
７
月
24
日
（
金
）

ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

税
の
納
付
に
は
口
座
振
替
を
利
用
で

き
ま
す
。
納
期
限
の
日
に
自
動
的
に
口

座
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
る
た
め
、
納

付
の
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も
防
止

で
き
ま
す
。

▼
手
続
き

　

納
付
書
、
通
帳
、
届
け
出
印
を
持
参

の
う
え
、
納
期
限
の
20
日
前
ま
で
に
税

務
課
窓
口
ま
た
は
金
融
機
関
で
口
座
振

知
書
を
７
月
１
日
に
送
付
し
ま
し
た
。

町
税
は
年
４
回
に
分
け
て
納
め
て
く
だ

さ
い
。
納
税
通
知
書
の
内
容
を
確
認
し
、

納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
町
・
道
民
税

　

１
月
１
日
現
在
で
居
住
し
て
い
る
市

町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。
前
年
の
所

得
を
も
と
に
税
額
が
算
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
65
歳
以

上
の
方
で
住
民
税
の
納
付
義
務
が
あ
る

方
は
、
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
10
月

か
ら
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（
天

引
き
）
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
東
川

町
で
は
実
施
を
見
送
っ
て
い
ま
す
。

▼
固
定
資
産
税

　

１
月
１
日
現
在
で
土
地
、
家
屋
、
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
が
所
在
市

町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。
固
定
資
産

の
価
格
（
評
価
額
）
を
も
と
に
税
額
が

算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

税
務
課
か
ら

　

課
税
の
こ
と
は
課
税
室
☎
内
線
１
２

３
、
１
２
４
、
納
付
の
ご
相
談
は
収
納

室
☎
内
線
１
２
１
、
１
２
２

町
税
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
し

た
　

平
成
27
年
度
の
町
税
（
町
・
道
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
）
納
税
通

替
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
指
定
で
き
る
金
融
機
関

　

東
川
町
農
業
協
同
組
合
、
北
央
信
用

組
合
、
北
海
道
銀
行
、
北
洋
銀
行
、
北

陸
銀
行
、
旭
川
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行

▼
納
税
の
ご
相
談

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
７
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
必
ず
納

税
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
納
税
猶
予
、

分
割
納
付
、
事
情
に
よ
っ
て
は
減
免
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す

　

納
期
限
後
に
税
（
料
）
金
を
納
付
す

る
と
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
し
た
日

ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
延
滞
金
が
発
生

し
ま
す
。
納
期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ

う
。

 
企
画
総
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
２
２
３

28
年
度
町
職
員
募
集（
上
川
管
内
町

村
等
職
員
採
用
資
格
試
験
）

　

28
年
度
町
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま

す
（
建
築
職
）
。
応
募
す
る
方
は
内
容

を
確
認
の
う
え
企
画
総
務
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集　

１
人

職
種　

建
築
職
（
男
性
）

試
験
区
分　

大
学
卒
業
程
度
（
来
年
３

　

月
卒
業
見
込
み
含
む
）

受
験
資
格　

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年

　

か
ら
２
０
１
５
（
同
27
）
年
ま
で
に

　

大
学
を
卒
業
ま
た
は
来
年
３
月
に
大

　

学
卒
業
見
込
み
、
か
つ
２
級
以
上
の

　

建
築
士
資
格
者
ま
た
は
来
年
４
月
ま

　

で
に
同
資
格
取
得
見
込
み
の
方

受
付
期
間　

７
月
１
日
（
水
）
か
ら
８

　

月
７
日
（
金
）
（
当
日
消
印
有
効
）

　

ま
で

試
験
日　

９
月
20
日
（
日
）

会
場　

旭
川
大
学
（
旭
川
市
永
山
3
条

　

23
丁
目
）

人のうごき　5月16日～6月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋

　
8,034人
3,735人
4,299人
3,591戸

7人
6人
28人
15人

　
14人）
11人）
3人）
6戸）

人口・世帯数　5月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
父
裕輝
悟史
孝範
大祐
敏行

　
母
咲子
政子
右子
可緒梨
珠美

　
行政区
西区
南町２丁目
北町３丁目
南町３丁目
東町１丁目

お 誕 生
生まれた子
山下　陽汰
渡辺　優
阿部
光島　蒼佑
酒井　杏

やました　  ひなた

わたなべ　 ゆう

  あ   べ　  りょう

こうしま　そうすけ

  さかい　   あん

　
行政区
25区
11区

　
歳
85歳
102歳

おくやみ
亡き人
中田　治子
神原　フサヱ

届出人
山野内　裕子
神原　清
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公共施設サービス課工事、委託、物品購入の入札結果  町入札結果をお知らせします。

6月2日 天人峡地区引湯施設整備工事（建築工事） 松井組工建㈱ 7,668,000 指名競争入札

〃 西５号道路改良工事（第1工区）   松井組工建㈱ 1,944,000 〃

〃 第32、33行政区飲料水供給施設整備工事
（第2工区） 藤田建設工業㈱ 2,160,000 〃

〃 阿波団体道路改良工事（第1工区） 花本建設㈱ 1,512,000 〃

〃 キトウシ森林公園圧雪車格納庫兼物品庫実
施設計委託業務 ㈱富居建築設計 1,944,000 〃

〃 東部地区公園管理備品軽トラ（軽トラック）
購入事業 東川町農業協同組合 1,427,760 〃

〃 第2期西5号道路設計等委託業務 旭川設計測量㈱ 2,732,400 〃

〃 東部地区公園芝管理備品購入事業 岩田農機 4,676,400 〃

入札日 設　備　名　等 請負業者 請負価格
（税込み、円） 契約方法等

移動献血車
　次の日程で移動献血車が来町しますので、ご
協力をお願いします。

JA東川事務所前

東川養護学校

役場庁舎前

場 所

9：30～12：00

15：30～16：30

13：30～15：00

時 間実施日

8月3日
㈪

保健福祉課 後期高齢者健診のお知らせ　保健福祉課
実 施 日 7月1日㈬～来年1月29日㈮（土、日、祝日除く）
会 場 町立診療所

対 象 75歳以上の町民
（65歳以上で後期高齢者医療保険の加入者も含む）

内 容 身体測定、血圧測定、心電図検査、尿検査、血液検査、
問診、医師診察、胸部エックス線検査

料 金 無料
がん検診 胃がん検診、大腸がん検診も同時受診可（有料）
申し込み 町立診療所☎82－2101

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

　

宅
に
す
る
た
め
に
行
う
改
修
）

対
象
者　

町
内
業
者
の
施
工
に
よ
っ
て
、

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
（
申
請
時
）
が

　

居
住
し
て
い
る
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

　

を
す
る
方
で
、
高
齢
者
が
継
続
し
て

　

居
住
す
る
こ
と
が
明
確
で
あ
り
町
長

　

の
認
定
を
受
け
た
方

補
助
額　

事
業
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
50
万
円
）

都
市
景
観
大
賞
の
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た

　

（
公
財
）
都
市
づ
く
り
パ
ブ
リ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
都
市
景
観
の
日
実

行
委
員
会
（
事
務
局
・
都
市
づ
く
り
パ

ブ
リ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
）
主
催

の
27
年
度
都
市
景
観
大
賞
の
景
観
づ
く

り
活
動
部
門
で
、
東
川
町
と
東
川
町
土

地
開
発
公
社
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

町
内
の
住
宅
団
地
、
グ
リ
ー
ン
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
（
南
町
）
で
実
施
し
て
い
る

「
建
築
緑
化
協
定
に
よ
る
東
川
ら
し
い

住
宅
地
の
ま
ち
並
み
づ
く
り
」
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
賞
は
①
都
市
空
間
②
景
観
教

育
・
普
及
啓
発
③
景
観
づ
く
り
活
動
―

の
３
部
門
で
大
賞
、
優
秀
賞
を
選
定
し

て
い
ま
す
。
景
観
づ
く
り
活
動
部
門
に

は
全
国
９
件
の
中
か
ら
、
大
賞
は
宮
城

県
松
島
町
、
優
秀
賞
に
は
、
本
町
の
ほ

か
に
愛
知
県
豊
田
市
足
助
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
、
石
川
県
七
尾
市
和
倉
地

区
景
観
協
定
運
営
委
員
会
が
受
賞
し
ま

申
込
書
配
布　

上
川
町
村
会
事
務
局
、

　

上
川
管
内
の
町
村
役
場
、
各
町
村
に

　

所
在
す
る
消
防
署
、
同
支
署
。

28
年
度
上
川
管
内
町
村
等
職
員
採
用

資
格
試
験
の
説
明
会

　

９
月
20
日
（
日
）
に
実
施
の
28
年
度

上
川
管
内
町
村
職
員
採
用
資
格
試
験
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

①
７
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時

　

か
ら
②
同
月
18
日
（
土
）
午
後
１
時

　

か
ら

場
所　

①
上
川
合
同
庁
舎
講
堂
（
旭
川

市
永
山
６
条
19
丁
目
）
②
ホ
テ
ル

ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
（
札
幌
市
中
央

区
北
４
条
西
６
丁
目
）

対
象　

町
村
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
、

　

学
校
の
進
路
指
導
関
係
者
等

お
問
い
合
わ
せ　

上
川
町
村
会
事
務
局

　

☎
46
│
４
９
７
０

 

都
市
建
設
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
２
４
３

高
齢
者
世
帯
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を

支
援
し
ま
す

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の

住
ま
い
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
、

町
が
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
工
事　

①
外
観
（
住
宅
の
外
壁
、

　

屋
根
、
開
口
部
の
修
繕
）
②
構
造
補

　

強
（
住
宅
の
基
礎
、
土
台
、
柱
、
梁

　

（
は
り
）
等
の
修
繕
ま
た
は
補
強
）

　

③
居
住
性
の
向
上
（
住
み
や
す
い
住

し
た
。

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
（
内
線
１
１

１
）

ペ
ッ
ト
の
飼
い
捨
て
、虐
待
は
厳
禁

　

ペ
ッ
ト
は
あ
な
た
の
家
族
の
一
員
で

す
。
死
ぬ
ま
で
飼
う
覚
悟
が
必
要
で
す
。

「
も
う
か
わ
い
く
な
い
か
ら
」
「
も
う

飼
え
な
く
な
っ
た
か
ら
」
な
ど
と
身
勝

手
な
理
由
で
動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
、

命
を
安
易
に
扱
う
こ
と
と
同
じ
で
す
。

　

愛
護
動
物
を
殺
傷
し
、
捨
て
る
（
遺

棄
す
る
）
行
為
は
、
罰
金
（
１
０
０
万

円
以
下
）
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
飼
う
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
新
し
い
飼
い

主
を
探
し
ま
し
ょ
う
。
む
や
み
な
繁

殖
を
防
ぐ
た
め
不
妊
手
術
す
る
こ
と

も
飼
い
主
の
責
務
で
す
。

知
っ
て
安
心
、食
品
表
示

　

食
品
の
包
装
表
示
に
は
食
品
の
安
全

性
を
判
断
す
る
た
め
の
重
要
な
情
報
が

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
で
健
全
な

食
生
活
の
実
現
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

▼
食
品
表
示
を
確
認　

店
頭
販
売
の
食

品
に
は
食
品
表
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
原
産
地
、
原
材
料
、
賞
味
・

消
費
期
限
、
保
存
方
法
、
食
品
添
加
物
、

ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
の
有
無
、
遺
伝
子

組
み
換
え
種
子
の
使
用
有
無
な
ど
を

明
記
し
て
い
ま
す
。
食
品
を
選
択
す

る
た
め
必
要
な
情
報
と
し
て
役
立
て

察
署
、
警
察
官
駐
在
所
に
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
と
申
請
の
お
問
い
合
わ

せ
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５
０
１
〜

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
、

高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申

請
受
け
付
け

　

消
費
税
率
８
パ
ー
セ
ン
ト
に
伴
う
子

育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

給
付
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方

に
対
し
て
５
月
28
日
（
木
）
付
け
で
児

童
手
当
現
況
届
に
添
付
し
て
申
請
案
内

を
発
送
済
み
で
す
。
審
査
の
結
果
給
付

要
件
を
満
た
す
場
合
、
指
定
の
口
座
へ

給
付
金
を
振
り
込
み
し
ま
す
。

　

公
務
員
の
方
の
申
請
書
等
は
、
児
童

手
当
が
給
付
さ
れ
て
い
る
所
属
庁
か
ら

配
布
に
な
り
ま
す
。
申
請
書
の
書
き
方

で
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
所
属
庁

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

６
月
１
日
（
月
）
か
ら
９

　

月
１
日
（
火
）
ま
で

給
付
額　

児
童
手
当
の
対
象
児
童
１
人

　

に
つ
い
て
３
千
円 

給
付
対
象　

今
年
６
月
分
の
児
童
手
当

ま
し
ょ
う
。

　

「
何
か
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
北

海
道
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
０

│
７
５
０
５
│
０
９
９
９

ご
み
の
野
焼
き
は
厳
禁

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
た
ご
み
、
ド

ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
ん
だ
簡
易
焼

却
炉
を
使
っ
て
ご
み
を
野
外
で
焼
却
す

る
野
焼
き
は
、
廃
棄
物
処
理
法
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
不
完
全
燃
焼
、
低
温
焼
却
に

伴
っ
て
有
害
物
質
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が

発
生
し
、
大
気
汚
染
の
発
生
原
因
に
な

り
ま
す
。
住
宅
地
で
ご
み
を
野
焼
き
す

る
と
煙
が
家
の
中
に
入
っ
て
く
る
の
で
、

「
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」
「
干
し
た
洗

濯
物
に
臭
い
と
す
す
が
つ
く
」
な
ど
と

苦
情
も
絶
え
ま
せ
ん
。

　

一
般
家
庭
の
場
合
は
ご
み
収
集
日
に

ご
み
出
し
し
、
事
業
所
の
場
合
は
廃
棄

物
処
理
業
者
へ
ご
み
処
理
を
委
託
し
ま

し
ょ
う
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
止
め
よ
う

　

道
路
沿
い
、
自
宅
周
辺
、
空
き
地
な

ど
に
ご
み
を
ポ
イ
捨
て
す
る
方
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。
一
部
の
モ
ラ
ル
に
欠

け
る
行
為
で
、
私
た
ち
の
住
む
美
し
い

住
環
境
、
自
然
環
境
が
損
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
止
め
ま

し
ょ
う
。

　

悪
質
な
ポ
イ
捨
て
行
為
を
見
か
け
た

ら
定
住
促
進
課
住
民
室
、
最
寄
り
の
警

　

の
支
給
を
受
け
る
方
（
児
童
手
当
現

　

況
届
の
審
査
の
結
果
、
特
例
給
付
に

　

な
っ
た
方
は
対
象
外
）

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は
お
済
み

で
す
か
？

　

今
年
５
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
け
て

い
た
方
は
、
６
月
30
日
（
火
）
ま
で
に

児
童
手
当
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

提
出
が
必
要
な
方
に
は
、
５
月
28
日

（
木
）
付
け
で
郵
送
に
よ
り
案
内
を
発

送
済
み
で
す
。
手
続
き
を
終
え
て
い
な

い
方
は
、
至
急
提
出
く
だ
さ
い
（
公
務

員
の
方
は
各
職
場
か
ら
案
内
済
み
）
。

６
月
以
降
、
受
給
資
格
が
消
滅
し
た

場
合
も
提
出
が
必
要
で
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
方
は
10
月
上

旬
に
予
定
し
て
い
る
６
月
分
以
降
の
児

童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

緊
急
警
戒
！
給
付
金
の
振
り
込
め
詐

欺
、個
人
情
報
盗
み
取
り

　

町
の
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
現
金
自
動

支
払
い
機
）
の
操
作
を
お
願
い
し
て
手

数
料
の
振
り
込
み
を
求
め
た
り
、
現
金

の
振
り
込
み
な
ど
を
指
示
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、

自
分
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
す
る
こ
と
は

絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。
「
払
戻
金
が
あ

る
」
な
ど
と
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う
に
指

示
し
て
く
る
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、

警
察
署
（
相
談
専
用
☎
＃
９
１
１
０
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

小
学
６
年
生
対
象
の
２
種
混
合
予
防

接
種

　

次
の
日
程
で
２
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ

ア
、
破
傷
風
）
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

乳
幼
児
期
に
３
種
混
合
予
防
接
種
で
得

た
免
疫
の
低
下
を
防
ぎ
免
疫
を
高
め
る

た
め
。

日
時　

７
月
27
日
（
月
）
、
28
日

（
火
）
、
30
日
（
木
）
、
31
日
（
金
）

の
各
日
午
後
１
時
〜
同
４
時
半

場
所　

町
立
診
療
所 

対
象　

３
種
混
合
予
防
接
種
を
第
１
期

初
回
（
３
回
）
、
１
期
追
加
接
種

（
１
回
）
の
合
計
４
回
の
う
ち
３
回

以
上
実
施
し
て
い
る
児
童

生
活
を
支
援
す
る
商
品
券
を
差
し
上

げ
ま
す

　

住
民
税
の
非
課
税
世
帯
、
３
人
以
上

の
子
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯
（
18
歳
に

達
す
る
以
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

子
）
を
対
象
に
、
５
千
円
の
商
品
券
が

も
ら
え
る
事
業
を
７
月
16
日
か
ら
実
施

し
ま
す
。

　

生
活
支
援
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

案
内
は
、
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

方
あ
て
に
同
月
15
日
に
申
請
書
を
同
封

し
て
発
送
し
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
社

会
福
祉
室
に
来
庁
の
う
え
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
期
限
は
今
年
10
月
15
日
ま
で
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東川町防犯協会収支決算書

科 目 本年度予算額 本年度決算額 比 較 増 減 備 考
前年度会計繰越金
一戸100円×2,074戸

本年度予算額 本年度決算額 比 較 増 減 主 な 支 出

東川神社祭典防犯パトロールお礼など

繰 越 金
会 費

科 目

雑 入
合　　　　計

【支出の部】

【収入の部】

総会お茶3,940円会 議 費 10,000 3,940 △ 6,060
防犯ブザー（新１年生）63,072円 
防犯啓発新聞折込14,904円
防犯パトロール懐中電灯、電池14,333円 
チラシ用紙4,860円 
防犯チラシ42,410円　など

事 業 費 227,000 152,252 △ 74,748

通信、送料事務費など事 務 費 12,000 21,548 9,548
合　　　　計 249,000 177,740 △ 71,260

－
収入合計
252,035 ＝

支出合計
177,740

次年度繰り越し（円）
74,295

　東川町防犯協会（川上隆司会長）はこのほど、26年度収支決算をまとめました。総収入額は252,035円（昨年
当初予算比3,035円増）、総支出額は177,740円（同71,260円減）となりました。３月20日、同協会の総会で承
認されました。当協会は町民一世帯当たり100円の負担をいただいて防犯活動を行っています。

（円、△は前年度当初比減）

（円、△は前年度当初比減）

東川町防犯協会

34,597
204,000
10,403
249,000

34,608
207,400
10,027
252,035

11
3,400
△ 376
3,035

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

め
健
康
の
大
切
さ
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
食
材
で
調
理
実
習
し
ま
す
。
バ

ラ
ン
ス
、
味
付
け
な
ど
を
確
認
し
て
健

康
を
考
え
る
機
会
と
し
ま
し
よ
う
（
希

望
す
る
方
は
食
生
活
改
善
推
進
員
と
な

る
単
位
を
取
得
可
）
。

日
時　

７
月
16
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
民
ど
な
た
で
も
（
男
性
歓
迎
）

内
容　

食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
パ
ー
ト
４

（
講
話
、
調
理
実
習
、
試
食
）
、
希

望
者
は
体
脂
肪
測
定
あ
り

持
ち
物　

筆
記
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

き
ん
（
食
材
費
の
一
部
１
０
０
円
を

　

負
担
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者

が
交
代
し
ま
し
た

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
課
内
に
併

置
）
の
担
当
職
員
が
６
月
１
日
付
け
異

動
で
交
代
し
ま
し
た
。

　

阿
部
秀
司
（
主
任
介
護
支
援
専
門
員
）

が
老
人
保
健
施
設
・
ひ
だ
ま
り
の
里
に

転
出
、
同
施
設
の
大
野
舞
子
（
社
会
福

祉
士
）
が
着
任
し
ま
し
た
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
相
談

　

女
性
の
約
10
人
に
一
人
が
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
（
言
葉
の
暴
力
も
含
む
）
に

悩
み
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
職
場
に
お
け

る
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
の
被
害
な
ど
も
絶
え
ま

で
す
。

⑴
27
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
っ

て
①
〜
④
の
世
帯
、
住
民
税
均
等
割
非

課
税
世
帯
で
あ
っ
て
⑤
に
該
当
す
る
世

帯対
象　

福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、

　

長
期
間
施
設
入
院
し
て
い
る
方
以
外

　

の
①
65
歳
以
上
だ
け
の
世
帯
②
障
が

　

い
者
（
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
身
体
障

　

害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

　

手
帳
１
、
２
級
の
交
付
を
受
け
て
い

　

る
者
）
と
同
居
す
る
世
帯
③
18
歳
以

　

下
の
子
を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り
親

　

世
帯
④
生
活
保
護
世
帯
⑤
東
川
町
福

　

祉
給
付
金
支
給
条
例
に
基
づ
く
福
祉

　

給
付
金
受
給
世
帯

給
付
額　

１
世
帯
に
つ
き
５
千
円
分
の

　

商
品
券

申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、
印
鑑

⑵
多
子
世
帯
支
援
の
た
め
の
商
品
券
給

付対
象　

７
月
１
日
現
在
で
18
歳
に
到
達

　

以
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
子
を

　

３
人
以
上
扶
養
し
て
い
る
世
帯

給
付
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
５
千
円

　

分
の
商
品
券

申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、
印
鑑

食
事
か
ら
健
康
、栄
養
教
室

　

食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足

か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
増
え
て
い

ま
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
た

せ
ん
。

　

女
性
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早

め
の
相
談
が
問
題
解
決
へ
の
第
一
歩
。

各
種
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
の
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
相
談
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
は
☎
０
５
７
０
│
０
│
５

５
２
１
０
（
近
く
の
相
談
窓
口
案

内
）
、
ま
た
は
役
場
保
健
指
導
室
へ
。

犯
罪
と
非
行
の
な
い
社
会
づ
く
り
に

協
力
を

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
過
ち
を
犯
し
た

人
が
立
ち
直
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
す
べ
て
の
国
民
の
理
解

を
深
め
、
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会

を
築
く
運
動
で
す
。

　

約
６
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る
再
犯

犯
罪
を
防
止
し
、
過
ち
か
ら
立
ち
直
ろ

う
と
す
る
人
た
ち
が
地
域
の
中
で
適
切

な
『
仕
事
』
と
『
居
場
所
』
を
確
保
し
、

社
会
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

犯
罪
の
な
い
幸
せ
な
社
会
づ
く
り
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
同
月
31
日
ま
で
第
65

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
月
間
で
す
。

 

教
育
委
員
会
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
学
校
教
育
課
☎
内

線
５
８
１

　

正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

対
象　

０
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

定
員　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び

（
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
予
定
）

講
師　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
セ
ラ
ピ
ス

　

ト
、
早
川
舞
さ
ん
（
旭
川
在
住
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
１
枚
、
ミ
ル
ク

　

な
ど
（
水
分
補
給
）

◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆

折
原
さ
ん
、交
通
安
全
活
動
で
指
導

員
協
議
会
表
彰

　

交
通
安
全
活
動
を
長
く
続
け
て
き
た

南
町
２
、
折
原
博
行
さ
ん
（
65
）
が
北

海
道
交
通
安
全
指
導
員
連
絡
協
議
会

（
渡
邉
修
会
長
）
か
ら
交
通
安
全
指
導

員
表
彰
を
受
賞
し
、
６
月
10
日
松
岡
市

郎
町
長
か
ら
表
彰
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

　

東
川
町
農
協
職
員
当
時
の
１
９
９
９

給
食
調
理
員（
臨
時
職
員
）の
募
集

　

学
校
給
食
調
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
す
る
方
は
学
校
教
育
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

採
用
数　

１
人　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
募
資
格　

①
町
内
在
住
で
お
お
む
ね

50
歳
未
満
の
方
②
調
理
師
資
格
者

（
調
理
師
の
資
格
取
得
意
欲
の
あ
る

方
含
む
）
③
普
通
自
動
車
運
転
免
許

所
持
者

締
め
切
り　

７
月
15
日
（
水
）

賃
金　

町
臨
時
職
員
賃
金
規
定
に
よ
る

　

（
日
額
５
千
７
０
０
円
）　

勤
務
日　

週
５
日
間
（
平
日
、
休
校
日

　

除
く
）
、
月
14
日
以
内

勤
務
時
間　

午
前
８
時
15
分
か
ら
午
後

　

４
時
ま
で
の
間
の
７
時
間
勤
務

勤
務
地　

町
内
小
学
校
ま
た
は
中
学
校

提
出
書
類　

履
歴
書
、
調
理
師
免
許
写

　

し
（
所
有
し
て
い
る
方
）

そ
の
他　

面
接
日
は
後
日
連
絡

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
82
│
５
１
０

０よ
ち
よ
ち
教
室

　

親
子
で
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
お
友
だ

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
０
歳
児
対
象

の
親
子
遊
び
の
教
室
で
す
が
、
お
兄

ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
ど
う

ぞ
。

日
時　

７
月
16
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

10月スタート、マイナンバー制度
一人ひとり異なる12桁の番号、法人には13桁の法人番号

10月スタート、マイナンバー制度
一人ひとり異なる12桁の番号、法人には13桁の法人番号

10月スタート、マイナンバー制度
一人ひとり異なる12桁の番号、法人には13桁の法人番号

10月スタート、マイナンバー制度
一人ひとり異なる12桁の番号、法人には13桁の法人番号

　今年10月から新たにマイナンバー制度が始まります。社会保障、税番号制度として、国内の全住民
に一人ひとり異なる12桁の番号を割り当て、法人に対しては１法人に１つの法人番号（13桁）が指定さ
れます。
　マイナンバーは生涯にわたって使うものです。住所が変わっても番号は原則変わりません。あなた
のマイナンバーは10月以降に送付されます。書留郵便物の内容を確認し、個人番号を申請しましょう。
来年1月以降、市町村の窓口で個人番号カードを無料で受け取ることができます。
［導入のメリット］
1．税務関係手続き
　所得や他の行政サービス受給状況を把握しやすくなります。負担を不当に逃れること、不正受給の防止に役立ちます。
2．社会保障関係の手続き簡略化
　年金、福祉の申請時に用意しなければならない書類が減ります。手続きが簡略化され、国民負担が軽減します。行政機関
　にある自分の情報を確認し、行政サービスのお知らせ受け取りがスムーズになります。
3．行政事務の効率化
　国民のニーズにこれまで以上に対応できるようになり、迅速な行政支援を期待できます。

［実施の手順］
ア、今年10月以降
　住民票を有する方（住民票がある外国人を含む）に12桁のマイナンバー（個人番号）を通知します。
イ、来年１月から
　税の手続き、年金、医療保険、雇用保険など社会保障の手続きで利用開始。申請者への個人番号カード交付が始まります。
ウ、29年１月から
　個人ごとのポータルサイト（マイナポータル）の運用開始。
エ、29年７月から
　地方公共団体等も含めて情報連携をスタート。

内閣官房、内閣府、特定個人情報保護委員会、総務省、国税庁、厚生労働省
お問い合わせ　全国共通ナビダイヤル☎０５７０－２０－０１７８

インターネットのホームページは語句検索「マイナンバー」から。

※詳細は広報7月号と一緒に配布するパンフレット『いよいよマイナンバー制度が始まります』をご覧ください。
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要注意！　年金情報を口実の詐欺、個人情報の詐取

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

要注意！　年金情報を口実の詐欺、個人情報の詐取要注意！　年金情報を口実の詐欺、個人情報の詐取要注意！　年金情報を口実の詐欺、個人情報の詐取
日本年金機構

　日本年金機構の職員用パソコン端末機がウィルスに感染し、保有情報の一部が外部に流出し
たことが、５月28日に判明しました。
　現時点において確認されている個人情報は約125万件です。該当するお客さまには基礎年金
番号を変更させていただき、万全の対処を期す方針です。そのための準備を早急に進めてまい
ります。
　以下のようなことは一切ありません。ご注意ください。
　●日本年金機構、年金事務所からお客さまに電話することはありません●基礎年金番号の変
更に関するご連絡は、後日文書をお送りします●日本年金機構からお客さまにお金を要求する
ことは一切ありません●日本年金機構がお客さまに銀行・金融機関ＡＴＭの操作をお願いする
ことは一切ありません●お客さまの個人情報（家族構成など）を確認することはありません。
　日本年金機構または機構の職員などを名乗る電話がご自宅や職場にかかってきたら迷わずに
お電話ください。
連 絡 先　専用コールセンター☎0120-818211、警察は☎#9110（または最寄りの警察署）
受付時間　午前８時半～午後９時

う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
書
の
会
が
東
川
で
初
め
て
の
全
国

総
会

　

５
月
23
日
、
日
本
山
書
（
さ
ん
し
ょ
）

の
会
（
東
京
、
水
野
勉
会
長
）
の
本
年

度
全
国
総
会
が
キ
ト
ウ
シ
高
原
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

『
山
岳
関
係
の
文
献
を
通
し
て
「
山
」

「
山
と
人
と
の
関
係
」
を
研
究
す
る
』

こ
と
を
目
的
と
し
て
１
９
６
２
（
昭
和

37
）
年
に
発
足
。
山
岳
関
係
の
専
門
家

ら
全
国
１
２
０
人
の
会
員
が
い
る
そ
う

で
す
。
各
地
か
ら
23
人
が
出
席
し
て
、

東
川
町
で
初
め
て
年
次
総
会
を
開
き
ま

し
た
。
本
道
で
の
総
会
開
催
は
昨
年
の

帯
広
大
会
に
続
い
て
２
年
連
続
８
回
目
。

　

東
川
で
の
総
会
開
催
の
労
を
取
っ
た

の
は
、
同
会
会
員
で
山
岳
文
化
研
究
家

の
高
澤
光
雄
さ
ん
（
札
幌
市
在
住
）
。

大
雪
山
関
係
諸
誌
を
紹
介
し
て
い
る

「
大
雪
山
か
ら
育
ま
れ
る
文
献
書
誌
集
」

（
東
川
町
発
行
）
に
協
力
を
い
た
だ
き
、

本
年
度
総
会
に
合
わ
せ
て
自
著
「
大
雪

山
讃
歌
」
（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン

タ
ー
刊
、
四
六
版
２
１
６
㌻
）
を
出
版
。

席
上
町
に
２
０
０
冊
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

町
民
撮
影
会
の
参
加
者
募
集

東
川
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

　

東
川
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
主
催
の
町
民
撮

影
会
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

撮
影
地
は
美
瑛
町
内
。
新
栄
の
丘
、

ふ
れ
あ
い
牧
場
、
拓
真
館
、
四
季
彩
の

丘
、
か
ん
の
フ
ァ
ー
ム
５
カ
所
を
巡
る

予
定
で
す
。

日
時　

７
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時

を
務
め
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
農
家
の
繁
忙
期
の
子
育
て

の
た
め
に
、
と
町
内
で
初
め
て
の
季
節

保
育
所
を
創
設
し
て
町
の
幼
児
保
育
体

制
の
充
実
な
ど
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

町
で
は
町
の
事
業
の
た
め
に
役
立
て
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

花
本
建
設
か
ら
寄
付

　

６
月
16
日
、
花
本
建
設
（
旭
川
、
花

本
金
行
社
長
）
か
ら
今
年
も
町
に
多
額

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

花
本
社
長
、
橋
本
博
昭
専
務
の
２
人

が
来
庁
し
、
松
岡
市
郎
町
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。
町
で
は
写
真
の
町
事
業
に
役

立
て
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

イ
ン
テ
リ
ア
ナ
ス
、役
場
ロ
ビ
ー
に

「
幸
せ
の
椅
子
」

　

町
内
の
木
工
家
具
製
造
、
イ
ン
テ
リ

（
平
成
11
）
年
４
月
か
ら
町
交
通
安
全

指
導
員
を
務
め
、
今
年
17
年
目
。
新
入

学
児
童
の
た
め
の
交
通
安
全
教
室
指
導
、

毎
月
２
回
の
街
頭
啓
発
、
交
通
安
全
運

動
期
間
中
の
交
通
安
全
活
動
、
町
内
行

事
な
ど
の
交
通
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
、
長
く
町
内
の
交
通
安
全
向
上

に
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

永
江
さ
ん
、会
葬
お
礼
に
多
額
の
寄

付
　

６
月
11
日
、
東
町
２
、
永
楽
寺
住
職

の
永
江
竜
心
さ
ん
（
67
）
か
ら
町
に
多

額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
寺

総
代
で
葬
儀
委
員
長
を
務
め
た
中
田
正

光
さ
ん
（
79
）
と
と
も
に
来
庁
し
、
松

岡
市
郎
町
長
が
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

同
月
３
日
、
92
歳
で
逝
去
し
た
父
、

了
雄
さ
ん
の
会
葬
お
礼
の
あ
い
さ
つ
の

た
め
来
庁
し
ま
し
た
。
故
了
雄
さ
ん
は

戦
後
同
寺
を
創
寺
し
、
長
く
初
代
住
職

ア
ナ
ス
（
水
谷
松
治
社
長
）
か
ら
こ
の

ほ
ど
、
乳
児
を
介
助
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
椅
子
、
通
称
・
幸
せ
の
椅
子

（
幅
１
２
０
㌢
㍍
、
高
さ
約
93
㌢
㍍
、

道
産
ナ
ラ
材
）
１
脚
（
27
万
５
千
円

相
当
）
を
町
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
つ
か
ま
り
立
ち
を
し
て

も
椅
子
か
ら
落
ち
な
い
よ
う
周
囲
に
柵

を
設
け
、
お
母
さ
ん
が
座
っ
た
状
態
で

お
し
め
を
変
え
た
り
し
や
す
い
よ
う
工

夫
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

旭
川
市
工
芸
セ
ン
タ
ー
が
考
案
し
た

デ
ザ
イ
ン
椅
子
。
旭
川
市
民
の
寄
付
と

遺
志
を
受
け
て
旭
川
家
具
工
業
協
同
組

合
（
渡
辺
直
行
理
事
長
、
43
社
加
盟
）

の
加
盟
社
で
製
造
を
受
託
。
同
社
も

加
盟
社
と
し
て
製
造
を
引
き
受
け
、

製
品
に
な
っ
た
一
脚
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
各
種
届
け
出
窓
口

が
あ
る
役
場
１
階
定
住
促
進
課
ロ

ビ
ー
に
配
置
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と

　

火
山
？
」
（
中
川
光
弘
北
海
道
大
学

　

大
学
院
理
学
研
究
科
地
球
惑
星
科
学

　

専
攻
岩
石
学
・
火
山
学
研
究
グ
ル
ー

　

プ
教
授
）
②
「
活
火
山
・
旭
岳
と
共

　

生
す
る
風
土
へ
」
（
和
田
恵
治
北
海

　

道
教
育
大
旭
川
校
教
授
）
③
「
火
山

　

災
害
か
ら
身
を
守
る　

〜
活
き
て
い

　

る
火
山　

大
雪
山
の
監
視
〜
」
（
松

　

森
敏
幸
旭
川
地
方
気
象
台
長
）　
　

お
問
い
合
わ
せ　

北
海
道
火
山
勉
強
会

　

事
務
局
（
北
海
道
大
学
大
学
院
理
学

　

研
究
院
内
、
担
当
・
松
本
さ
ん
）
☎

　

０
１
１
│
７
０
６
│
３
５
８
５

海
上
保
安
庁
船
艇
職
員
等
の
募
集

第
一
管
区
海
上
保
安
本
部

　

第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
は
2
7
年

度
海
上
保
安
庁
船
艇
職
員
等
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

区
分　

○
船
艇
職
員
各
若
干
名
（
航
海
、

　

機
関
、
主
計
）
○
無
線
従
事
者
若
干

　

名
（
通
信
・
技
術
）
○
航
空
機
職
員

　

各
若
干
名
（
飛
行
、
整
備
）

受
付
期
間　

所
定
の
申
込
書
で
６
月
８

　

日
（
月
）
〜
７
月
６
日
（
月
）
（
同

　

日
付
け
ま
で
の
通
信
日
印
は
可
）

受
験
資
格　

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

　

者
及
び
27
年
12
月
ま
で
に
同
学
校
卒

　

業
見
込
み
の
者
②
中
等
教
育
学
校
を

　

卒
業
し
た
者
及
び
27
年
12
月
ま
で
に

　

同
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
者
③
高
等

　

専
門
学
校
第
３
学
年
の
課
程
を
修
了

　

し
た
者
及
び
27
年
12
月
ま
で
に
同
課

　

程
を
修
了
見
込
み
の
者
④
そ
の
他
高

（
雨
天
決
行
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
集
合
バ
ス
送
迎
）

参
加
料　

３
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
）

定
員　

30
人
（
男
女
不
問
）

締
め
切
り　

７
月
15
日
（
水
）

そ
の
他　

カ
メ
ラ
（
種
類
不
問
、
必
要

　

な
方
は
三
脚
含
む
）
、
昼
食
、
飲
料

　

水
持
参

申
し
込
み　

参
加
料
を
添
え
て
町
文
化

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ま
で
☎
82
│
４
７
０
０

お
問
い
合
わ
せ　

会
長
の
香
川
さ
ん
☎

　

82
│
３
０
１
０

「
活
火
山
大
雪
山
の
研
究
と
防
災
の

取
り
組
み
」講
演
会北

海
道
火
山
勉
強
会

　

北
海
道
火
山
勉
強
会
（
事
務
局
・
北

海
道
大
学
大
学
院
理
学
研
究
院
）
は
、

大
雪
山
に
関
す
る
最
新
の
研
究
、
防
災

の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
講
演
会
を
開

き
ま
す
。

　

北
海
道
の
火
山
研
究
者
、
行
政
、
教

育
関
係
者
が
集
っ
て
大
雪
山
旭
岳
で
今

年
の
北
海
道
火
山
勉
強
会
を
開
く
に
あ

た
っ
て
、
最
新
の
火
山
研
究
成
果
を
報

告
す
る
講
演
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

日
時　

７
月
11
日
（
土
）
午
後
４
時
半

　

〜
同
６
時
（
午
後
４
時
開
場
）

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料
（
会
場
に
直
接
お
い
で

　

く
だ
さ
い
）

演
題　

①
「
北
海
道
の
活
火
山
と
大
雪

　

〜
十
勝
火
山
列
、
旭
岳
と
は
ど
ん
な

　

等
学
校
卒
業
程
度
の
認
定
試
験
に

　

合
格
し
た
者
（
旧
大
学
入
学
資
格

　

検
定
を
含
む
）
で
①
に
挙
げ
る
者

　

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら

　

れ
る
者
⑤
受
験
時
に
お
い
て
次
の

　

技
能
証
明
を
有
す
る
者
▼
飛
行
＝

　

国
土
交
通
大
臣
が
交
付
し
た
飛
行

　

機
ま
た
は
回
転
翼
航
空
機
の
事
業

　

用
操
縦
士
の
資
格
以
上
の
技
能
を
有

　

し
、
か
つ
有
効
な
第
一
種
航
空
身
体

　

検
査
証
明
書
を
有
す
る
者
▼
整
備
＝

　

国
土
交
通
大
臣
が
交
付
し
た
飛
行
機

　

ま
た
は
回
転
翼
航
空
機
の
二
等
航
空

　

整
備
士
（
旧
三
等
航
空
整
備
士
含
む
）

　

の
資
格
以
上
の
技
能
証
明
を
有
す
る

　

者
で
、
採
用
日
ま
で
に
資
格
取
得
見

　

込
み
の
者
含
む

試
験
種
目　

第
一
次
教
養
試
験
は
一
般

　

的
な
知
識
に
つ
い
て
の
多
肢
選
択
式

第
一
次
試
験
日　

７
月
26
日
（
日
）

（
教
養
試
験
）
＝
合
格
者
を
対
象
に

第
二
次
試
験
（
面
接
、
身
体
測
定
、

体
力
検
査
な
ど
）
、
実
技
試
験
あ
り

試
験
地　

小
樽
市
、
函
館
市
、
釧
路
市

　

（
道
内
）
ほ
か
全
国
14
市
（
第
一
次
）

採
用
予
定
日　

来
年
１
月
１
日
（
金
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

海
上
保

　

安
庁
総
務
部
人
事
課
任
用
係
（
〒
１

　

０
０
│
８
９
７
６
、
千
代
田
区
霞
が

　

関
２
│
１
│
３
）
☎
０
３
│
３
５
９

　

１
│
６
３
６
１
。
申
し
込
み
用
紙

　

は
申
し
込
み
先
官
署
ま
た
は
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

今年のサマージャンボ宝くじ １等、
前後賞合わせて７億円

サマージャンボミニ7,000万円と同時発売

今年のサマージャンボ宝くじ １等、
前後賞合わせて７億円

サマージャンボミニ7,000万円と同時発売

今年のサマージャンボ宝くじ １等、
前後賞合わせて７億円

サマージャンボミニ7,000万円と同時発売

発　売　７月８日㈬～７月31日㈮まで
抽選日　８月11日㈬
宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます
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小学生陸上道北予選=松山慧君(左から
２人目)、石原徳君（同３人目）、竹原湊君
（中央）=

びえいヘルシーマラソンに出場した東
川ＸＣ少年団(左が３位入賞の石原君)

【軟式野球】
◆ホクレン杯保護司会旗兼道新杯旭
川支部予選（６月６～14日・旭川市旭
西橋グラウンド）

▼決勝
東川大雪野球少年団　２－12　東旭
川フェニックス
＝準優勝で道新杯全道大会（７月31
日から）に出場＝

【陸上】
◆第33回北海道小学生陸上競技記録
会道北会場（６月13日 ・旭川市花咲ス
ポーツ公園陸上競技場）

▼男子４年走り幅跳び　①松山慧３
㍍４３（東川ＸＣ少年団）
▼同１００㍍　②竹原湊（同）
▼同８００㍍　④石原徳（同）
＝以上３人は北海道小学生陸上競技
大会兼第31回全国小学生陸上競技交
流大会北海道予選会（8月24～26日・
千歳市）に出場＝

◆丘のまちびえいヘルシーマラソン
2015（６月14日・美瑛町）

▼ワンエイツ（５・２７４㌔㍍）小学生
の部　③石原徳（東川ＸＣ少年団）

【水泳】
◆27年度旭川年齢別水泳競技大会
（５月24日・旭川スイミングスクール）

〔男子〕
▼50㍍自由形13～14歳　③鷲見圭
飛（東川中２年）
▼100㍍同９～10歳　③丸一叶人
（東川小５年）
▼同同13～14歳　④鷲見圭飛
▼50㍍背泳ぎ９～10歳　②丸一叶人
▼100㍍平泳ぎ同　③紺野光彩（東川
小５年）
▼200㍍個人メドレー同　①丸一叶人
▼同同13～14歳　②鷲見圭飛
〔女子〕
▼100㍍個人メドレー11~12歳　③鷲
見莉子（東川小６年）

【トレイル・ラン】
◆第５回カムイの杜トレイルラン（５月
24日・旭川市神居富沢）
▼５㌔㍍男子　②石原徳（東川ＸＣ
少年団）③富田紘生（同）

各種大会成績

社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

５
月
16
日
か
ら
６
月
15
日
ま

で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

11
区　
　
　
　
　

神
原　

清　

様

東
町
２
区　
　
　

永
江　

竜
心
様

南
町
１
区　
　
　

三
井　

正
博
様

「
く
ら
し
の
相
談
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

日
々
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ

と
、
悩
み
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
随
時
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
☎
82
―
７
５
０
５
）

　

今
月
の
相
談
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

盛　

永　

小  

夜  

子

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

く

ら

し
・
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

（
金
）
、
同
月
19
日
（
土
）
の
い
ず

れ
か
１
日

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）

▼
航
空
学
生

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
採
用
予
定
月

　

の
１
日
現
在
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

　

男
女
（
高
校
卒
業
、
同
見
込
み
）

受
け
付
け　

８
月
１
日
（
土
）
〜
９
月

　

８
日
（
火
）

試
験
日　

第
一
次
試
験
９
月
23
日
（
水
）

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）

自
衛
官
等
の
募
集

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
隊
本
部
南
地
区
隊

　

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
南
地
区
グ
ル
ー
プ
☎
54

│
５
６
１
７
、
ま
た
は
募
集
相
談
員
の

小
野
さ
ん
☎
82
│
３
７
３
７
、
樽
井
さ

ん
☎
82
│
４
７
０
２
ま
で
。

▼
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
採
用
予
定
月

　

の
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

　

男
子

受
け
付
け　

通
年

試
験
日　

８
月
30
日
（
日
）
、
同
月
31

日
（
月
）
、
９
月
22
日
（
火
）
、
同

月
27
日
（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）

▼
同
（
女
子
）

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
採
用
予
定
月

　

の
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

　

女
子

受
け
付
け　

８
月
１
日
（
土
）
〜
９
月

　

８
日
（
火
）

試
験
日　

９
月
26
日
（
土
）
、
同
月
27

　

日
（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）

▼
一
般
曹
候
補
生

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
採
用
予
定
月

　

の
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

　

男
女

受
け
付
け　

８
月
１
日
（
土
）
〜
９
月

　

８
日
（
火
）

試
験
日　

第
１
次
試
験
９
月
18
日

定住促進課公営住宅、特定公共賃貸住宅の入居者募集

そ の 他

選 考 方 法
入 居 期 限
敷 金
連帯保証人
お問い合わせ

／入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には
　入居することはできません。
／公営住宅等入居者選考委員会を開いて入居者を決定します。
／7月末日（期限までに入居することが要件）
／家賃の3カ月分
／入居者と同程度以上の所得金額のある方２人（２人の保証人がいない場合は入居取り消し）
／定住促進課住まい室　☎８２─２１１１（内線115、116）

●公営住宅
募集団地 場　所 戸数、家賃 建築年、構造、設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

１．同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方（②③）
　※同居する親族が原則４人以上いる方
　※一定の要件（60歳以上等）に該当する場合に限り単身入居可
２．法の規定により算出した月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下（①②③）
  ※次のいずれかの要件に該当する場合は、月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下になります。
　・1956（昭和31）年４月１日以前に生まれた方でかつ同居者のいずれも同日以前生まれ、または18歳未満の方がいる場合
　・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
　・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
　・精神障がい等級１級から２級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
　・ハンセン病療養者の方などがいる場合

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居する親族が原則4人以上いる方
２．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方（詳細は問い合わせ）

●特定公共賃貸住宅
募集団地 場　所 戸数、家賃 建築年、構造、設備等 そ　の　他

受付期間 ７月１日㈪～同月10日㈮
定住促進課住まい室
４戸
１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納がないことを証明する書類（昨年１月１日現在で町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ、本籍地表示は不要）
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は、定住促進課住まい室に用意してあります。
※３、４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付場所

募集戸数

お申し込みに
必要なもの

④

・給湯温水ボイラー付き
・調理器（LPガス）、暖房機（灯油FF）は各
　自用意
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、除
　雪費用は別途必要。

・平成10年
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・灯油、プロパン
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

・1戸（2階）
・52,200円～
　　99,000円

南町1丁目7番南団地B2
3LDK（80.9㎡）

①
・1戸（1階）
・17,200円～
　　77,000円

北町2丁目6番西団地A4
1LDK（51.9㎡）

・家賃の他に温水器、暖房機、調理器のリ
　ース料（月額6,000円程度）がかかります。
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、除
　雪費用は別途必要。

・平成18年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・オール電化
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

②
・1戸（2階）
・22,100円～
　　45,700円

北町3丁目10番北団地A1
3LDK（71.3㎡）

・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、除
　雪費用は別途必要。

・平成2年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・灯油・プロパン
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

③
・1戸（2階）
・25,900円～
　　68,800円

北町2丁目5番西団地A2
3LDK（78.8㎡）

・家賃の他に温水器、暖房機、調理器のリ
　ース料（月額6,000円程度）がかかります。
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、除
　雪費用は別途必要。

・平成16年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・オール電化
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません
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「
遊
び
」
か
ら
学
ぶ
大
き
さ

　

仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
関

わ
ら
ず
、
車
を
走
ら
せ
て
い
て

釣
り
の
で
き
そ
う
な
小
さ
な
川

を
見
つ
け
る
と
う
れ
し
く
な
っ

て
し
ま
う
。

　

４
歳
の
こ
ろ
、
父
が
私
を
川

釣
り
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。

記
憶
は
定
か
で
は
な
い
が
、
確

か
大
物
を
釣
り
損
ね
た
は
ず
で
、

そ
の
〝
引
き
〞
が
よ
ほ
ど
楽
し

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
来
、

私
は
釣
り
が
大
好
き
に
な
っ
た
。

　

一
昨
年
の
冬
、
４
歳
の
女
孫

を
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
に
デ
ビ
ュ
ー

さ
せ
た
。
す
る
と
今
年
は
私
よ

り
多
く
釣
り
上
げ
た
。
隔
世
遺

伝
で
釣
り
好
き
が
受
け
継
が
れ

て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
て
つ
も
な
く
お
転
婆
だ
っ

た
私
は
、
２
歳
く
ら
い
か
ら
ド

ア
ノ
ブ
や
椅
子
に
ぶ
ら
下
が
る

こ
と
が
大
好
き
で
、
あ
る
時
、

２
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
の
物
干
し
に

ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
の
を
近
所

の
人
が
見
つ
け
た
。
そ
れ
で

「
落
ち
た
ら
大
変
」
と
、
父
が

家
の
前
に
鉄
棒
を
造
っ
て
く
れ

た
。

　

そ
れ
以
来
、
小
学
校
が
目
の

前
だ
っ
た
時
を
除
き
、
高
校
生

の
時
ま
で
、
引
っ
越
す
た
び
に

自
宅
に
鉄
棒
が
あ
っ
た
。
小
学

６
年
で
高
鉄
棒
か
ら
落
ち
て
手

首
の
骨
に
ひ
び
が
入
っ
た
時
、

担
任
に
「
サ
ル
も
木
か
ら
落
ち

た
か
」
と
言
わ
し
め
た
ほ
ど
だ
。

　

小
学
生
の
時
、
当
時
住
ん
で

い
た
社
宅
が
資
材
置
き

場
と
つ
な
が
っ

て
い
て
資
材

の
上
を
飛

び
回
っ
て

い
た
。
ゴ

ム
底
が
薄

か
っ
た
当

時
の
靴
裏
か

ら
何
度
釘
を
刺

し
た
か
知
れ
な
い
。

釘
を
抜
い
た
後
、
「
足
裏

を
叩
け
ば
穴
が
ふ
さ
が
る
よ
」

と
母
は
ま
こ
と
し
や
か
に
よ
く

言
っ
て
い
た
も
の
だ
。
私
は
、

母
の
言
葉
通
り
消
毒
も
せ
ず
に

ト
ン
ト
ン
叩
い
て
い
た
が
、
今

考
え
る
と
よ
く
も
傷
口
が
化
膿

し
な
か
っ
た
も
の
だ
。

　

今
、
私
は
曲
が
り
な
り
に
も

体
育
を
生
業
と
し
て
い
る
。
思

い
起
こ
せ
ば
、
常
に
自
然
の
中

で
体
を
動
か
せ
る
環
境
と
、
そ

こ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

遊
び
は
最
高
の
教
師
だ
っ
た
。

「
不
便
が
知
恵
を
生
む
」
大
切

な
こ
と

　

世
の
中
、
何
で
も
便
利
さ
が

重
宝
さ
れ
て
い
る
。
物
が
あ
ふ

れ
、
１
０
０
円
で
便

利
グ
ッ
ズ
が
手

に
入
る
時
代
。

で
も
経
験

や
知
恵
は

１
０
０
円

で
は
買
え

な
い
し
、

一
朝
一
夕

に
身
に
付
く

も
の
で
は
な
い
。

見
た
目
は
同
じ
よ
う
に
見

え
て
も
、
基
本
が
し
っ
か
り
し

て
い
な
け
れ
ば
ボ
ロ
が
出
て
し

ま
う
。

　

言
葉
も
同
じ
だ
。
正
し
い
言

葉
遣
い
を
知
ら
ず
に
、
使
い
や

す
い
か
ら
と
、
崩
し
た
言
い
回

し
ば
か
り
で
言
葉
を
使
っ
て
い

る
と
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
正

し
い
言
葉
遣
い
が
出
来
ず
に
苦

労
す
る
だ
ろ
う
し
、
調
べ
も
の

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
に

頼
っ
て
し
ま
う
と
、
ネ
ッ
ト
の

な
い
場
所
で
は
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
く
な
る
。

　

運
動
も
然
り
。
器
械
体
操
で

例
え
る
と
、
き
ち
ん
と
肩
に

乗
っ
た
真
っ
す
ぐ
な
倒
立
が
出

来
て
い
な
け
れ
ば
、
バ
ク
転
も

鉄
棒
の
大
車
輪
も
き
れ
い
に
続

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。

　

現
代
人
は
、
子
ど
も
に
限
ら

ず
何
で
も
短
縮
し
、
望
む
も
の

を
す
ぐ
手
に
入
れ
た
が
る
。
し

か
し
そ
こ
に
基
本
と
工
夫
が
見

ら
れ
ず
、
楽
を
し
よ
う
と
す
る

だ
け
な
ら
ば
、
後
か
ら
回
っ
て

く
る
ツ
ケ
は
決
し
て
小
さ
く
な

い
だ
ろ
う
。

　

「
不
便
が
知
恵
を
生
む
」
―
。

私
た
ち
大
人
は
、
何
で
も
手
に

入
る
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
大

切
な
こ
と
を
子
ど
も
に
繰
り
返

し
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
心
は
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

で
は
作
れ
な
い
の
だ
か
ら
。

「
遊
び
」
か
ら
学
ぶ
大
き
さ

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル

30Higashikawa  2015  July



ǚ

ǘ

31 Higashikawa  2015  July



informationTow
n of photography

N
o.741 July 2015


